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令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
は
じ
め
に
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

後
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
し
た
。
６
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
す

る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
最
高
戦
略
責
任
者
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採

用
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
既
に
様
々
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
行
財

政
健
全
化
推
進
計
画
の
最
後
の
年
で
し
た
。
事
業
の
見
直

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
増
加
や
市
税
等
の
収

納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
目
標
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
令
和
４
年
度
末

に
は
、
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
残
高
は
約
10
億

７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
行
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に
事
業
や
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
予
算
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
11
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方

針
」
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

策
定
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て

三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
の
加
茂
市
に
お
け
る
出
生
数
は
94
人
で
、
20
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
業
、

制
度
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
学
校
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
子
育
て
す
る
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
預
か
り
な
ど
の
保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
を
含
む
施
設
の
複
合
化
や
保
育
園
の
見
直
し
、

小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
で
の
運
営
や
、
新
築
や
複
合

化
を
含
め
た
施
設
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
の
世
代
に
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
未
来
の
た
め
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
加
茂
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
増
え
続
け
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
し
っ
か
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
利
便
性
や
効
率
化
な
ど
に
目

が
い
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
制
約
、
年

齢
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
」
を
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
を
市
外
に
向
け
て
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
行
財
政
の
健
全
か

つ
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
減
少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
、
予
算
、
人

員
管
理
を
連
動
さ
せ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
環
境
基
本
計
画
の
よ
う
な
、
他
の
市
町
村
で
は
既
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
加
茂
市
で
は
未
整
備
で
、
か
つ
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
重
要
な
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
、
全
て
の

人
が
尊
厳
を
も
っ
て
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
関
連
し
た
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
防
災
対
策
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の

整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
空
き
家
問
題
、
企
業
誘
致
な
ど
、
多

様
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
の
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
外
部
人
材
や
副
業
人
材
を
活
用
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
こ
れ
ま
で
ま
い
た
種
、
芽
生
え
た
可
能
性
を
大

切
に
育
て
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
新
し
い
加

茂
市
の
姿
を
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
見

せ
で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む

複
合
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

２
　
当
初
予
算
の
概
要

３
　
具
体
的
施
策

　
そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
１
２
２
億

８
９
０
０
万
円
、
前
年
度
に
比
較
し
て
５
億
７
３
０
０

万
円
、
４
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
要
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

は
９
・
４
％
で
０
・
１
％
の
増
、
将
来
負
担
比
率
は
１

１
６
・
３
％
で
２
・
４
％
の
減
、
市
債
残
高
は
令
和
４

年
度
決
算
見
込
み
と
比
較
し
て
３
億
円
減
少
し
、
97
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和
４
年
度
末
が
10
億

７
千
万
円
、
令
和
５
年
度
末
に
は
11
億
３
千
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
指
標
を
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
は
、
２

０
５
億
１
３
８
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
７
億
６

８
７
２
万
円
、
３
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
令
和

４
年
度
末
に
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

４
億
49
万
５
５
７
２
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
財

源
を
活
用
し
て
、
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

前
年
度
よ
り
平
均
で
１
７
・
２
％
引
き
下
げ
、
加
入
者

全
て
の
方
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

3　　 広報かも　No.802　5．4．15 広報かも　No.802　5．4．15　　 4

令
和
５
年
度
施
政
方
針

新
し
い
可
能
性
を
育
て
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
へ

　
本
日
、
こ
こ
に
、
令
和
５
年
度
予
算
案
及
び
関
連
議

案
を
提
出
し
、
ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
市
政
運

営
に
対
す
る
基
本
方
針
並
び
に
主
要
事
業
に
つ
い
て
ご

説
明
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
市
民
の
代
表
た
る

加
茂
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

後
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
し
た
。
６
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
す

る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
最
高
戦
略
責
任
者
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採

用
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
既
に
様
々
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
行
財

政
健
全
化
推
進
計
画
の
最
後
の
年
で
し
た
。
事
業
の
見
直

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
増
加
や
市
税
等
の
収

納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
目
標
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
令
和
４
年
度
末

に
は
、
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
残
高
は
約
10
億

７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
行
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に
事
業
や
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
予
算
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
11
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方

針
」
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

策
定
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て

三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
の
加
茂
市
に
お
け
る
出
生
数
は
94
人
で
、
20
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
業
、

制
度
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
学
校
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
子
育
て
す
る
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
預
か
り
な
ど
の
保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
を
含
む
施
設
の
複
合
化
や
保
育
園
の
見
直
し
、

小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
で
の
運
営
や
、
新
築
や
複
合

化
を
含
め
た
施
設
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
の
世
代
に
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
未
来
の
た
め
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
加
茂
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
増
え
続
け
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
し
っ
か
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
利
便
性
や
効
率
化
な
ど
に
目

が
い
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
制
約
、
年

齢
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
」
を
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
を
市
外
に
向
け
て
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
行
財
政
の
健
全
か

つ
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
減
少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
、
予
算
、
人

員
管
理
を
連
動
さ
せ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
環
境
基
本
計
画
の
よ
う
な
、
他
の
市
町
村
で
は
既
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
加
茂
市
で
は
未
整
備
で
、
か
つ
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
重
要
な
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
、
全
て
の

人
が
尊
厳
を
も
っ
て
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
関
連
し
た
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
防
災
対
策
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の

整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
空
き
家
問
題
、
企
業
誘
致
な
ど
、
多

様
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
の
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
外
部
人
材
や
副
業
人
材
を
活
用
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
こ
れ
ま
で
ま
い
た
種
、
芽
生
え
た
可
能
性
を
大

切
に
育
て
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
新
し
い
加

茂
市
の
姿
を
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
見

せ
で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む

複
合
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

１
　
基
本
方
針

広報かも　No.802　5．4．15　　 2



令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
は
じ
め
に
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

後
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
し
た
。
６
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
す

る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
最
高
戦
略
責
任
者
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採

用
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
既
に
様
々
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
行
財

政
健
全
化
推
進
計
画
の
最
後
の
年
で
し
た
。
事
業
の
見
直

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
増
加
や
市
税
等
の
収

納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
目
標
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
令
和
４
年
度
末

に
は
、
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
残
高
は
約
10
億

７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
行
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に
事
業
や
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
予
算
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
11
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方

針
」
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

策
定
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て

三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
の
加
茂
市
に
お
け
る
出
生
数
は
94
人
で
、
20
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
業
、

制
度
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
学
校
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
子
育
て
す
る
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
預
か
り
な
ど
の
保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
を
含
む
施
設
の
複
合
化
や
保
育
園
の
見
直
し
、

小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
で
の
運
営
や
、
新
築
や
複
合

化
を
含
め
た
施
設
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
の
世
代
に
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
未
来
の
た
め
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
加
茂
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
増
え
続
け
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
し
っ
か
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
利
便
性
や
効
率
化
な
ど
に
目

が
い
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
制
約
、
年

齢
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
」
を
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
を
市
外
に
向
け
て
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
行
財
政
の
健
全
か

つ
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
減
少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
、
予
算
、
人

員
管
理
を
連
動
さ
せ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
環
境
基
本
計
画
の
よ
う
な
、
他
の
市
町
村
で
は
既
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
加
茂
市
で
は
未
整
備
で
、
か
つ
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
重
要
な
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
、
全
て
の

人
が
尊
厳
を
も
っ
て
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
関
連
し
た
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
防
災
対
策
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の

整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
空
き
家
問
題
、
企
業
誘
致
な
ど
、
多

様
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
の
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
外
部
人
材
や
副
業
人
材
を
活
用
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
こ
れ
ま
で
ま
い
た
種
、
芽
生
え
た
可
能
性
を
大

切
に
育
て
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
新
し
い
加

茂
市
の
姿
を
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
見

せ
で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む

複
合
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

２
　
当
初
予
算
の
概
要

３
　
具
体
的
施
策

　
そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
１
２
２
億

８
９
０
０
万
円
、
前
年
度
に
比
較
し
て
５
億
７
３
０
０

万
円
、
４
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
要
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

は
９
・
４
％
で
０
・
１
％
の
増
、
将
来
負
担
比
率
は
１

１
６
・
３
％
で
２
・
４
％
の
減
、
市
債
残
高
は
令
和
４

年
度
決
算
見
込
み
と
比
較
し
て
３
億
円
減
少
し
、
97
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和
４
年
度
末
が
10
億

７
千
万
円
、
令
和
５
年
度
末
に
は
11
億
３
千
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
指
標
を
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
は
、
２

０
５
億
１
３
８
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
７
億
６

８
７
２
万
円
、
３
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
令
和

４
年
度
末
に
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

４
億
49
万
５
５
７
２
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
財

源
を
活
用
し
て
、
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

前
年
度
よ
り
平
均
で
１
７
・
２
％
引
き
下
げ
、
加
入
者

全
て
の
方
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
施
政
方
針

新
し
い
可
能
性
を
育
て
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
へ

　
本
日
、
こ
こ
に
、
令
和
５
年
度
予
算
案
及
び
関
連
議

案
を
提
出
し
、
ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
市
政
運

営
に
対
す
る
基
本
方
針
並
び
に
主
要
事
業
に
つ
い
て
ご

説
明
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
市
民
の
代
表
た
る

加
茂
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

後
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
し
た
。
６
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
す

る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
最
高
戦
略
責
任
者
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採

用
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
既
に
様
々
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
行
財

政
健
全
化
推
進
計
画
の
最
後
の
年
で
し
た
。
事
業
の
見
直

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
増
加
や
市
税
等
の
収

納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
目
標
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
令
和
４
年
度
末

に
は
、
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
残
高
は
約
10
億

７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
行
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に
事
業
や
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
予
算
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
11
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方

針
」
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

策
定
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て

三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
の
加
茂
市
に
お
け
る
出
生
数
は
94
人
で
、
20
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
業
、

制
度
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
学
校
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
子
育
て
す
る
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
預
か
り
な
ど
の
保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
を
含
む
施
設
の
複
合
化
や
保
育
園
の
見
直
し
、

小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
で
の
運
営
や
、
新
築
や
複
合

化
を
含
め
た
施
設
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
の
世
代
に
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
未
来
の
た
め
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
加
茂
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
増
え
続
け
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
し
っ
か
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
利
便
性
や
効
率
化
な
ど
に
目

が
い
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
制
約
、
年

齢
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
」
を
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
を
市
外
に
向
け
て
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
行
財
政
の
健
全
か

つ
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
減
少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
、
予
算
、
人

員
管
理
を
連
動
さ
せ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
環
境
基
本
計
画
の
よ
う
な
、
他
の
市
町
村
で
は
既
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
加
茂
市
で
は
未
整
備
で
、
か
つ
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
重
要
な
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
、
全
て
の

人
が
尊
厳
を
も
っ
て
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
関
連
し
た
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
防
災
対
策
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の

整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
空
き
家
問
題
、
企
業
誘
致
な
ど
、
多

様
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
の
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
外
部
人
材
や
副
業
人
材
を
活
用
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
こ
れ
ま
で
ま
い
た
種
、
芽
生
え
た
可
能
性
を
大

切
に
育
て
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
新
し
い
加

茂
市
の
姿
を
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
見

せ
で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む

複
合
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

１
　
基
本
方
針
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く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

２
．
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉

　
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
「
加
茂
市
自
立
支
援

協
議
会
」
に
お
い
て
、
障
が
い
福
祉
施
策
等
の
評
価
や

改
善
策
の
検
討
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
、
田
上
町
や
障

が
い
福
祉
事
業
者
と
共
同
で
、
緊
急
時
の
受
入
や
対
応

な
ど
の
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
就
労

支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
の
誘
致
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　
民
間
の
法
人
に
委
託
し
て
い
る
相
談
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
の

中
に
「
こ
ど
も
支
援
部
会
」
を
設
置
し
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
育
て
支
援
機
関
、
障
が

い
児
通
所
支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
が
連
携
を

強
化
し
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
お
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

３
．
高
齢
者
福
祉

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
加
茂
・
田
上
地
域
の
医

療
・
介
護
関
係
者
が
連
携
し
、
在
宅
医
療
と
介
護
が
一

体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
関
係
部
署
が
連
携
し
て
高
齢
者
施
策

を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
３
月
に
加
茂
市

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
第
二
平
成
園
か
ら
、
加

茂
市
役
所
１
階
に
移
転
し
、
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て
い

た
高
齢
者
に
関
す
る
業
務
を
再
編
し
ま
す
。
名
称
も
令

和
５
年
４
月
か
ら
「
長
寿
あ
ん
し
ん
課
」
へ
変
更
す
る

予
定
で
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護
施
策
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
所
の
新
規
参
入
を
促
進
し
、
さ
ら
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
人
員
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
し
、
フ
レ
イ
ル
対
策
か
ら
看
取
り
ま
で
切

れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
、
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
援
し

ま
す
。

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
認
知
症
の
高
齢
者

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方

が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
、
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
公
認
心
理
師
を
配
置
す
る
な

ど
相
談
体
制
を
強
化
し
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す

ら
ぎ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
セ
ン
タ
ー
機
能
の
更
な
る
充
実
に
努

め
、
不
登
校
や
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
小
学
校
就
学
前
か
ら
入
学
、
進
学
、
卒
業

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
の
全
小
中
学
校
に
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
学
校
に
お
け
る
各
種
業
務
の
効
率
化
や
保

護
者
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
教
職
員
が
ゆ
と
り

を
も
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
れ
る
環
境
を
整
え
、
更
な
る

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
授
業
を
支
援
で
き
る
指
導

主
事
が
学
校
を
巡
回
し
、
教
育
活
動
、
学
習
指
導
、
生

徒
指
導
等
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
で
教
職
員

を
支
援
し
ま
す
。

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
に
も
と
づ

き
、
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的
か
つ
加
茂
市
の
実
情
に

応
じ
て
、
土
日
の
活
動
を
地
域
活
動
に
移
行
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
好
み
や
適
性
に
合
っ

た
活
動
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
指
導
体
制
が
整
う
一
部
の
競
技
を

試
験
的
に
移
行
し
、
次
年
度
以
降
の
他
競
技
へ
の
普
及

の
足
掛
か
り
と
し
ま
す
。

４
．
学
校
施
設

　
令
和
４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
石
川
小
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
は
夏
頃
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
仮
設
校
舎
か
ら
本
校
舎
に
戻
り
、
安

全
・
安
心
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
教
育
環
境
や

適
正
な
学
校
規
模
、
再
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
重
ね
、
令
和
４
年
11
月
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
１
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
等
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
適
正
な
学
校
規
模
を
実
現
す

る
た
め
の
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方
針
」
を
策

定
し
、
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
２
　
健
康
・
福
祉

と
も
に
支
え
あ
い
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

１
．
健
康
・
医
療

　
加
茂
市
で
は
、
年
齢
を
追
う
ご
と
に
糖
尿
病
や
そ
の

予
備
軍
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
重
点
を
置
い
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
特
定
保
健
指
導
等
の
各
種
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
、
民
間
、
大
学
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
「
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
事
業
や
介
護
予
防
の
た
め
の
講
演
会
等
を

行
い
、
幅
広
い
世
代
の
健
康
増
進
、
生
活
習
慣
病
予
防

や
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
種
健
康
事
業
に
参
加
し
た
方

や
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
に
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図

り
ま
す
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
と
社
会
参
加
等
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
、
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
を
補
完
す
る

ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
補
整
具
を
購
入
す
る
が
ん
患
者
に
対

し
て
、
上
限
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
た

め
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
各
種

やすらぎでの陶芸教室の様子

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。
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令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
は
じ
め
に
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

後
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
し
た
。
６
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
す

る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
最
高
戦
略
責
任
者
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採

用
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
既
に
様
々
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
行
財

政
健
全
化
推
進
計
画
の
最
後
の
年
で
し
た
。
事
業
の
見
直

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
増
加
や
市
税
等
の
収

納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
目
標
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
令
和
４
年
度
末

に
は
、
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
残
高
は
約
10
億

７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
行
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に
事
業
や
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
予
算
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
11
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方

針
」
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

策
定
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て

三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
の
加
茂
市
に
お
け
る
出
生
数
は
94
人
で
、
20
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
業
、

制
度
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
学
校
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
子
育
て
す
る
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
預
か
り
な
ど
の
保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
を
含
む
施
設
の
複
合
化
や
保
育
園
の
見
直
し
、

小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
で
の
運
営
や
、
新
築
や
複
合

化
を
含
め
た
施
設
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
の
世
代
に
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
未
来
の
た
め
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
加
茂
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
増
え
続
け
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
し
っ
か
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
利
便
性
や
効
率
化
な
ど
に
目

が
い
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
制
約
、
年

齢
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
」
を
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
を
市
外
に
向
け
て
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
行
財
政
の
健
全
か

つ
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
減
少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
、
予
算
、
人

員
管
理
を
連
動
さ
せ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
環
境
基
本
計
画
の
よ
う
な
、
他
の
市
町
村
で
は
既
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
加
茂
市
で
は
未
整
備
で
、
か
つ
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
重
要
な
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
、
全
て
の

人
が
尊
厳
を
も
っ
て
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
関
連
し
た
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
防
災
対
策
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の

整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
空
き
家
問
題
、
企
業
誘
致
な
ど
、
多

様
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
の
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
外
部
人
材
や
副
業
人
材
を
活
用
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
こ
れ
ま
で
ま
い
た
種
、
芽
生
え
た
可
能
性
を
大

切
に
育
て
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
新
し
い
加

茂
市
の
姿
を
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
見

せ
で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む

複
合
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

２
　
当
初
予
算
の
概
要

３
　
具
体
的
施
策

　
そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
１
２
２
億

８
９
０
０
万
円
、
前
年
度
に
比
較
し
て
５
億
７
３
０
０

万
円
、
４
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
要
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

は
９
・
４
％
で
０
・
１
％
の
増
、
将
来
負
担
比
率
は
１

１
６
・
３
％
で
２
・
４
％
の
減
、
市
債
残
高
は
令
和
４

年
度
決
算
見
込
み
と
比
較
し
て
３
億
円
減
少
し
、
97
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和
４
年
度
末
が
10
億

７
千
万
円
、
令
和
５
年
度
末
に
は
11
億
３
千
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
指
標
を
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
は
、
２

０
５
億
１
３
８
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
７
億
６

８
７
２
万
円
、
３
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
令
和

４
年
度
末
に
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

４
億
49
万
５
５
７
２
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
財

源
を
活
用
し
て
、
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

前
年
度
よ
り
平
均
で
１
７
・
２
％
引
き
下
げ
、
加
入
者

全
て
の
方
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
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く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

２
．
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉

　
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
「
加
茂
市
自
立
支
援

協
議
会
」
に
お
い
て
、
障
が
い
福
祉
施
策
等
の
評
価
や

改
善
策
の
検
討
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
、
田
上
町
や
障

が
い
福
祉
事
業
者
と
共
同
で
、
緊
急
時
の
受
入
や
対
応

な
ど
の
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
就
労

支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
の
誘
致
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　
民
間
の
法
人
に
委
託
し
て
い
る
相
談
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
の

中
に
「
こ
ど
も
支
援
部
会
」
を
設
置
し
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
育
て
支
援
機
関
、
障
が

い
児
通
所
支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
が
連
携
を

強
化
し
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
お
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

３
．
高
齢
者
福
祉

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
加
茂
・
田
上
地
域
の
医

療
・
介
護
関
係
者
が
連
携
し
、
在
宅
医
療
と
介
護
が
一

体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
関
係
部
署
が
連
携
し
て
高
齢
者
施
策

を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
３
月
に
加
茂
市

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
第
二
平
成
園
か
ら
、
加

茂
市
役
所
１
階
に
移
転
し
、
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て
い

た
高
齢
者
に
関
す
る
業
務
を
再
編
し
ま
す
。
名
称
も
令

和
５
年
４
月
か
ら
「
長
寿
あ
ん
し
ん
課
」
へ
変
更
す
る

予
定
で
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護
施
策
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
所
の
新
規
参
入
を
促
進
し
、
さ
ら
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
人
員
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
し
、
フ
レ
イ
ル
対
策
か
ら
看
取
り
ま
で
切

れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
、
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
援
し

ま
す
。

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
認
知
症
の
高
齢
者

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方

が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
、
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
公
認
心
理
師
を
配
置
す
る
な

ど
相
談
体
制
を
強
化
し
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す

ら
ぎ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
セ
ン
タ
ー
機
能
の
更
な
る
充
実
に
努

め
、
不
登
校
や
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
小
学
校
就
学
前
か
ら
入
学
、
進
学
、
卒
業

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
の
全
小
中
学
校
に
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
学
校
に
お
け
る
各
種
業
務
の
効
率
化
や
保

護
者
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
教
職
員
が
ゆ
と
り

を
も
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
れ
る
環
境
を
整
え
、
更
な
る

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
授
業
を
支
援
で
き
る
指
導

主
事
が
学
校
を
巡
回
し
、
教
育
活
動
、
学
習
指
導
、
生

徒
指
導
等
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
で
教
職
員

を
支
援
し
ま
す
。

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
に
も
と
づ

き
、
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的
か
つ
加
茂
市
の
実
情
に

応
じ
て
、
土
日
の
活
動
を
地
域
活
動
に
移
行
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
好
み
や
適
性
に
合
っ

た
活
動
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
指
導
体
制
が
整
う
一
部
の
競
技
を

試
験
的
に
移
行
し
、
次
年
度
以
降
の
他
競
技
へ
の
普
及

の
足
掛
か
り
と
し
ま
す
。

４
．
学
校
施
設

　
令
和
４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
石
川
小
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
は
夏
頃
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
仮
設
校
舎
か
ら
本
校
舎
に
戻
り
、
安

全
・
安
心
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
教
育
環
境
や

適
正
な
学
校
規
模
、
再
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
重
ね
、
令
和
４
年
11
月
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
１
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
等
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
適
正
な
学
校
規
模
を
実
現
す

る
た
め
の
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方
針
」
を
策

定
し
、
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
２
　
健
康
・
福
祉

と
も
に
支
え
あ
い
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

１
．
健
康
・
医
療

　
加
茂
市
で
は
、
年
齢
を
追
う
ご
と
に
糖
尿
病
や
そ
の

予
備
軍
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
重
点
を
置
い
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
特
定
保
健
指
導
等
の
各
種
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
、
民
間
、
大
学
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
「
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
事
業
や
介
護
予
防
の
た
め
の
講
演
会
等
を

行
い
、
幅
広
い
世
代
の
健
康
増
進
、
生
活
習
慣
病
予
防

や
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
種
健
康
事
業
に
参
加
し
た
方

や
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
に
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図

り
ま
す
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
と
社
会
参
加
等
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
、
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
を
補
完
す
る

ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
補
整
具
を
購
入
す
る
が
ん
患
者
に
対

し
て
、
上
限
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
た

め
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
各
種

やすらぎでの陶芸教室の様子

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。
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令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
は
じ
め
に
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

後
に
編
成
し
た
最
初
の
予
算
で
し
た
。
６
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
す

る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
最
高
戦
略
責
任
者
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採

用
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
既
に
様
々
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
行
財

政
健
全
化
推
進
計
画
の
最
後
の
年
で
し
た
。
事
業
の
見
直

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
増
加
や
市
税
等
の
収

納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
目
標
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
を
１
年
前
倒
し
で
達
成
し
、
令
和
４
年
度
末

に
は
、
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
残
高
は
約
10
億

７
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
行
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に
事
業
や
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
予
算
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
11
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方

針
」
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

策
定
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て

三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
の
加
茂
市
に
お
け
る
出
生
数
は
94
人
で
、
20
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
業
、

制
度
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
学
校
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
子
育
て
す
る
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
預
か
り
な
ど
の
保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
を
含
む
施
設
の
複
合
化
や
保
育
園
の
見
直
し
、

小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
で
の
運
営
や
、
新
築
や
複
合

化
を
含
め
た
施
設
整
備
の
検
討
な
ど
、
次
の
世
代
に
課

題
を
先
送
り
せ
ず
、
未
来
の
た
め
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
加
茂
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
増
え
続
け
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
前
に
し
っ
か
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
利
便
性
や
効
率
化
な
ど
に
目

が
い
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
制
約
、
年

齢
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
」
を
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
魅
力
を
市
外
に
向
け
て
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
重
点
実
施
事
項
は
、
「
行
財
政
の
健
全
か

つ
持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
」
の
取
組
で
す
。

　
減
少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
、
予
算
、
人

員
管
理
を
連
動
さ
せ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
環
境
基
本
計
画
の
よ
う
な
、
他
の
市
町
村
で
は
既
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
加
茂
市
で
は
未
整
備
で
、
か
つ
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
重
要
な
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に
、
全
て
の

人
が
尊
厳
を
も
っ
て
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
関
連
し
た
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
防
災
対
策
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の

整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
空
き
家
問
題
、
企
業
誘
致
な
ど
、
多

様
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
の
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
外
部
人
材
や
副
業
人
材
を
活
用
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
、
総
合
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
こ
れ
ま
で
ま
い
た
種
、
芽
生
え
た
可
能
性
を
大

切
に
育
て
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
新
し
い
加

茂
市
の
姿
を
目
に
見
え
る
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
見

せ
で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む

複
合
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

２
　
当
初
予
算
の
概
要

３
　
具
体
的
施
策

　
そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
１
２
２
億

８
９
０
０
万
円
、
前
年
度
に
比
較
し
て
５
億
７
３
０
０

万
円
、
４
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
要
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

は
９
・
４
％
で
０
・
１
％
の
増
、
将
来
負
担
比
率
は
１

１
６
・
３
％
で
２
・
４
％
の
減
、
市
債
残
高
は
令
和
４

年
度
決
算
見
込
み
と
比
較
し
て
３
億
円
減
少
し
、
97
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和
４
年
度
末
が
10
億

７
千
万
円
、
令
和
５
年
度
末
に
は
11
億
３
千
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
指
標
を
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
は
、
２

０
５
億
１
３
８
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
７
億
６

８
７
２
万
円
、
３
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
令
和

４
年
度
末
に
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

４
億
49
万
５
５
７
２
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
財

源
を
活
用
し
て
、
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

前
年
度
よ
り
平
均
で
１
７
・
２
％
引
き
下
げ
、
加
入
者

全
て
の
方
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
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く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
消
防
団
車
両
に
つ
い
て
も
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
を
更

新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
設
備
整
備
費
補
助
金
を
活
用
し
、
災

害
対
応
に
必
要
な
編
上
げ
安
全
靴
、
救
命
胴
衣
等
個
人

装
備
の
配
備
を
進
め
ま
す
。

　
消
防
本
部
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
54
年
の
建
築
か

ら
43
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
移
転
・
建

て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

３
．
防
犯
・
交
通
安
全

　
市
民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
相
談

体
制
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重

債
務
に
関
す
る
弁
護
士
相
談
会
の
開
催
、
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

４
．
生
活
環
境

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
加
茂
市
・
田
上
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組

合
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
新
設
に
向
け
て
、
環
境
課

内
に
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
中
に
建
設

予
定
地
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
13
年
度
の
稼
働
を
目
指

し
ま
す
。

　
新
し
い
施
設
の
完
成
ま
で
は
現
在
の
施
設
を
修
繕

し
、
稼
働
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
焼
却
炉
へ

の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

を
実
施
し
ま
す
。
各
地
区
２
か
月
に
１
回
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
収
集
し
、
回
収
し
た
古
紙
類
は
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
と
の

連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
初
め
て
実
施
し
て
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
カ
モ
フ
リ
マ
」
を
引
き
続
き
開
催

し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。

　
今
後
の
加
茂
市
の
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
加
茂
市

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

移住・定住の促進を図るためのポータ
ルサイト

公共交通マスコットキャラクター
「おでかもちゃん」

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

２
．
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉

　
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
「
加
茂
市
自
立
支
援

協
議
会
」
に
お
い
て
、
障
が
い
福
祉
施
策
等
の
評
価
や

改
善
策
の
検
討
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
、
田
上
町
や
障

が
い
福
祉
事
業
者
と
共
同
で
、
緊
急
時
の
受
入
や
対
応

な
ど
の
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
就
労

支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
の
誘
致
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　
民
間
の
法
人
に
委
託
し
て
い
る
相
談
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
の

中
に
「
こ
ど
も
支
援
部
会
」
を
設
置
し
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
育
て
支
援
機
関
、
障
が

い
児
通
所
支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
が
連
携
を

強
化
し
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
お
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

３
．
高
齢
者
福
祉

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
加
茂
・
田
上
地
域
の
医

療
・
介
護
関
係
者
が
連
携
し
、
在
宅
医
療
と
介
護
が
一

体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
関
係
部
署
が
連
携
し
て
高
齢
者
施
策

を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
３
月
に
加
茂
市

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
第
二
平
成
園
か
ら
、
加

茂
市
役
所
１
階
に
移
転
し
、
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て
い

た
高
齢
者
に
関
す
る
業
務
を
再
編
し
ま
す
。
名
称
も
令

和
５
年
４
月
か
ら
「
長
寿
あ
ん
し
ん
課
」
へ
変
更
す
る

予
定
で
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護
施
策
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
所
の
新
規
参
入
を
促
進
し
、
さ
ら
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
人
員
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
し
、
フ
レ
イ
ル
対
策
か
ら
看
取
り
ま
で
切

れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
、
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
援
し

ま
す
。

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
認
知
症
の
高
齢
者

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方

が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
、
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
公
認
心
理
師
を
配
置
す
る
な

ど
相
談
体
制
を
強
化
し
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す

ら
ぎ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
セ
ン
タ
ー
機
能
の
更
な
る
充
実
に
努

め
、
不
登
校
や
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
小
学
校
就
学
前
か
ら
入
学
、
進
学
、
卒
業

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
の
全
小
中
学
校
に
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
学
校
に
お
け
る
各
種
業
務
の
効
率
化
や
保

護
者
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
教
職
員
が
ゆ
と
り

を
も
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
れ
る
環
境
を
整
え
、
更
な
る

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
授
業
を
支
援
で
き
る
指
導

主
事
が
学
校
を
巡
回
し
、
教
育
活
動
、
学
習
指
導
、
生

徒
指
導
等
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
で
教
職
員

を
支
援
し
ま
す
。

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
に
も
と
づ

き
、
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的
か
つ
加
茂
市
の
実
情
に

応
じ
て
、
土
日
の
活
動
を
地
域
活
動
に
移
行
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
好
み
や
適
性
に
合
っ

た
活
動
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
指
導
体
制
が
整
う
一
部
の
競
技
を

試
験
的
に
移
行
し
、
次
年
度
以
降
の
他
競
技
へ
の
普
及

の
足
掛
か
り
と
し
ま
す
。

４
．
学
校
施
設

　
令
和
４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
石
川
小
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
は
夏
頃
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
仮
設
校
舎
か
ら
本
校
舎
に
戻
り
、
安

全
・
安
心
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
教
育
環
境
や

適
正
な
学
校
規
模
、
再
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
重
ね
、
令
和
４
年
11
月
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
１
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
等
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
適
正
な
学
校
規
模
を
実
現
す

る
た
め
の
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方
針
」
を
策

定
し
、
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
２
　
健
康
・
福
祉

と
も
に
支
え
あ
い
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

１
．
健
康
・
医
療

　
加
茂
市
で
は
、
年
齢
を
追
う
ご
と
に
糖
尿
病
や
そ
の

予
備
軍
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
重
点
を
置
い
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
特
定
保
健
指
導
等
の
各
種
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
、
民
間
、
大
学
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
「
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
事
業
や
介
護
予
防
の
た
め
の
講
演
会
等
を

行
い
、
幅
広
い
世
代
の
健
康
増
進
、
生
活
習
慣
病
予
防

や
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
種
健
康
事
業
に
参
加
し
た
方

や
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
に
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図

り
ま
す
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
と
社
会
参
加
等
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
、
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
を
補
完
す
る

ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
補
整
具
を
購
入
す
る
が
ん
患
者
に
対

し
て
、
上
限
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
た

め
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
各
種

やすらぎでの陶芸教室の様子

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。
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く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
消
防
団
車
両
に
つ
い
て
も
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
を
更

新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
設
備
整
備
費
補
助
金
を
活
用
し
、
災

害
対
応
に
必
要
な
編
上
げ
安
全
靴
、
救
命
胴
衣
等
個
人

装
備
の
配
備
を
進
め
ま
す
。

　
消
防
本
部
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
54
年
の
建
築
か

ら
43
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
移
転
・
建

て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

３
．
防
犯
・
交
通
安
全

　
市
民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
相
談

体
制
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重

債
務
に
関
す
る
弁
護
士
相
談
会
の
開
催
、
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

４
．
生
活
環
境

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
加
茂
市
・
田
上
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組

合
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
新
設
に
向
け
て
、
環
境
課

内
に
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
中
に
建
設

予
定
地
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
13
年
度
の
稼
働
を
目
指

し
ま
す
。

　
新
し
い
施
設
の
完
成
ま
で
は
現
在
の
施
設
を
修
繕

し
、
稼
働
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
焼
却
炉
へ

の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

を
実
施
し
ま
す
。
各
地
区
２
か
月
に
１
回
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
収
集
し
、
回
収
し
た
古
紙
類
は
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
と
の

連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
初
め
て
実
施
し
て
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
カ
モ
フ
リ
マ
」
を
引
き
続
き
開
催

し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。

　
今
後
の
加
茂
市
の
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
加
茂
市

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

移住・定住の促進を図るためのポータ
ルサイト

公共交通マスコットキャラクター
「おでかもちゃん」

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

２
．
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉

　
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
「
加
茂
市
自
立
支
援

協
議
会
」
に
お
い
て
、
障
が
い
福
祉
施
策
等
の
評
価
や

改
善
策
の
検
討
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
、
田
上
町
や
障

が
い
福
祉
事
業
者
と
共
同
で
、
緊
急
時
の
受
入
や
対
応

な
ど
の
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
就
労

支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
の
誘
致
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　
民
間
の
法
人
に
委
託
し
て
い
る
相
談
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
協
議
会
の

中
に
「
こ
ど
も
支
援
部
会
」
を
設
置
し
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
教
育
機
関
や
子
育
て
支
援
機
関
、
障
が

い
児
通
所
支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
事
業
所
が
連
携
を

強
化
し
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
お
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

３
．
高
齢
者
福
祉

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
加
茂
・
田
上
地
域
の
医

療
・
介
護
関
係
者
が
連
携
し
、
在
宅
医
療
と
介
護
が
一

体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
関
係
部
署
が
連
携
し
て
高
齢
者
施
策

を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
３
月
に
加
茂
市

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
第
二
平
成
園
か
ら
、
加

茂
市
役
所
１
階
に
移
転
し
、
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て
い

た
高
齢
者
に
関
す
る
業
務
を
再
編
し
ま
す
。
名
称
も
令

和
５
年
４
月
か
ら
「
長
寿
あ
ん
し
ん
課
」
へ
変
更
す
る

予
定
で
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護
施
策
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
所
の
新
規
参
入
を
促
進
し
、
さ
ら
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
人
員
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
し
、
フ
レ
イ
ル
対
策
か
ら
看
取
り
ま
で
切

れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
、
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
援
し

ま
す
。

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
認
知
症
の
高
齢
者

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方

が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
条
例
の
制
定
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
、
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
公
認
心
理
師
を
配
置
す
る
な

ど
相
談
体
制
を
強
化
し
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す

ら
ぎ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
セ
ン
タ
ー
機
能
の
更
な
る
充
実
に
努

め
、
不
登
校
や
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
小
学
校
就
学
前
か
ら
入
学
、
進
学
、
卒
業

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
の
全
小
中
学
校
に
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
学
校
に
お
け
る
各
種
業
務
の
効
率
化
や
保

護
者
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
教
職
員
が
ゆ
と
り

を
も
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
れ
る
環
境
を
整
え
、
更
な
る

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
授
業
を
支
援
で
き
る
指
導

主
事
が
学
校
を
巡
回
し
、
教
育
活
動
、
学
習
指
導
、
生

徒
指
導
等
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
で
教
職
員

を
支
援
し
ま
す
。

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
に
も
と
づ

き
、
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的
か
つ
加
茂
市
の
実
情
に

応
じ
て
、
土
日
の
活
動
を
地
域
活
動
に
移
行
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
好
み
や
適
性
に
合
っ

た
活
動
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
指
導
体
制
が
整
う
一
部
の
競
技
を

試
験
的
に
移
行
し
、
次
年
度
以
降
の
他
競
技
へ
の
普
及

の
足
掛
か
り
と
し
ま
す
。

４
．
学
校
施
設

　
令
和
４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
石
川
小
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
は
夏
頃
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
仮
設
校
舎
か
ら
本
校
舎
に
戻
り
、
安

全
・
安
心
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
教
育
環
境
や

適
正
な
学
校
規
模
、
再
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
重
ね
、
令
和
４
年
11
月
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
１
月
に
は
「
加
茂
市
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
等
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
適
正
な
学
校
規
模
を
実
現
す

る
た
め
の
「
加
茂
市
立
小
中
学
校
適
正
化
方
針
」
を
策

定
し
、
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
２
　
健
康
・
福
祉

と
も
に
支
え
あ
い
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

１
．
健
康
・
医
療

　
加
茂
市
で
は
、
年
齢
を
追
う
ご
と
に
糖
尿
病
や
そ
の

予
備
軍
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
重
点
を
置
い
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
特
定
保
健
指
導
等
の
各
種
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
、
民
間
、
大
学
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
「
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
事
業
や
介
護
予
防
の
た
め
の
講
演
会
等
を

行
い
、
幅
広
い
世
代
の
健
康
増
進
、
生
活
習
慣
病
予
防

や
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
種
健
康
事
業
に
参
加
し
た
方

や
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
に
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図

り
ま
す
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
と
社
会
参
加
等
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
、
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
を
補
完
す
る

ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
補
整
具
を
購
入
す
る
が
ん
患
者
に
対

し
て
、
上
限
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
た

め
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
各
種

やすらぎでの陶芸教室の様子

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
消
防
団
車
両
に
つ
い
て
も
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
を
更

新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
設
備
整
備
費
補
助
金
を
活
用
し
、
災

害
対
応
に
必
要
な
編
上
げ
安
全
靴
、
救
命
胴
衣
等
個
人

装
備
の
配
備
を
進
め
ま
す
。

　
消
防
本
部
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
54
年
の
建
築
か

ら
43
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
移
転
・
建

て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

３
．
防
犯
・
交
通
安
全

　
市
民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
相
談

体
制
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重

債
務
に
関
す
る
弁
護
士
相
談
会
の
開
催
、
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

４
．
生
活
環
境

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
加
茂
市
・
田
上
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組

合
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
新
設
に
向
け
て
、
環
境
課

内
に
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
中
に
建
設

予
定
地
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
13
年
度
の
稼
働
を
目
指

し
ま
す
。

　
新
し
い
施
設
の
完
成
ま
で
は
現
在
の
施
設
を
修
繕

し
、
稼
働
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
焼
却
炉
へ

の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

を
実
施
し
ま
す
。
各
地
区
２
か
月
に
１
回
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
収
集
し
、
回
収
し
た
古
紙
類
は
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
と
の

連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
初
め
て
実
施
し
て
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
カ
モ
フ
リ
マ
」
を
引
き
続
き
開
催

し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。

　
今
後
の
加
茂
市
の
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
加
茂
市

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

移住・定住の促進を図るためのポータ
ルサイト

公共交通マスコットキャラクター
「おでかもちゃん」
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
加
茂
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
た
め
、
多
様
化

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果

に
も
と
づ
き
、
「
加
茂
市
こ
ど
も
未
来
会
議
」
に
お
い

て
、
行
政
以
外
の
有
識
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
審
議
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
保
護
者
と
の
連
絡
や
情
報
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
管
理
や

園
児
バ
ス
等
の
業
務
改
善
を
図
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
保
健
分
野
で
は
、
子
ど
も
の
聴
覚
障
が
い
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
児
健
診
の
際
の
視
力
検
査
に
加
え
て
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
含
む
、

子
育
て
拠
点
交
流
施
設
整
備
構
想
と
し
て
、
子
育
て
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

２
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産

　
誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ

る
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　
次
に
、
令
和
５
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
　
子
育
て
・
教
育

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
育
つ

ま
ち

１
．
子
育
て
支
援

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
、
育
児
を
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
そ
の
家
族
も
安

心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
や
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
子

育
て
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広
場
に
お

い
て
、
会
員
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
相
互
援
助
活
動
に

よ
る
、
急
な
預
か
り
や
家
事
支
援
な
ど
を
行
う
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

多
忙
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
、
日
中
か
ら
夜

間
ま
で
、
休
日
で
も
保
育
所
等
で
対
応
で
き
る
体
制
づ

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購

入
費
に
対
す
る
助
成
と
し

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
、
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

保
険
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
妊
の
検
査
及
び

治
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
年
齢
、
回
数
の
制
限
な

く
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
年
間
50
万
円
ま
で
の
助
成
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
検
査
や
不
育
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し

て
、
検
査
及
び
治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
20

万
円
ま
で
の
助
成
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
が
心
を
健
や
か
に
保
ち
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
、
通
院
せ
ず
に
医
療
機
関
の
健
康

相
談
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
妊
産
婦
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
健
康
相
談
も
行
い
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
う
つ
病
等

の
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
産
科
医
療
機
関

や
助
産
院
へ
の
宿
泊
又
は
通
所
に
よ
る
産
後
ケ
ア
を
引

き
続
き
無
料
で
行
う
と
と
も
に
、
産
後
１
か
月
の
産
婦

の
健
診
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

３
．
学
校
教
育

基
本
目
標
３
　
生
活
・
環
境
、
生
活
基
盤

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

１
．
防
災
・
減
災

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
、
情
報
伝
達
方
法

の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
「
か
も

防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
戸
別
受
信
機

に
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
に
防
災
専
門
員
を
採
用
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
か
も
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
加
茂
市
総
合
防
災
訓
練
を

令
和
５
年
９
月
24
日
に
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の

連
携
を
確
認
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
よ
り
一
層
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

２
．
消
防
・
救
急

　
消
防
本
部
車
両
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
指
令
車
１

台
を
更
新
し
ま
す
。

7　　 広報かも　No.802　5．4．15 広報かも　No.802　5．4．15　　 8

令
和
５
年
度
施
政
方
針

令
和
５
年
度
施
政
方
針

　
消
防
団
車
両
に
つ
い
て
も
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
を
更

新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
設
備
整
備
費
補
助
金
を
活
用
し
、
災

害
対
応
に
必
要
な
編
上
げ
安
全
靴
、
救
命
胴
衣
等
個
人

装
備
の
配
備
を
進
め
ま
す
。

　
消
防
本
部
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
54
年
の
建
築
か

ら
43
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
移
転
・
建

て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

３
．
防
犯
・
交
通
安
全

　
市
民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
相
談

体
制
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重

債
務
に
関
す
る
弁
護
士
相
談
会
の
開
催
、
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

４
．
生
活
環
境

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
加
茂
市
・
田
上
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組

合
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
新
設
に
向
け
て
、
環
境
課

内
に
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
中
に
建
設

予
定
地
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
13
年
度
の
稼
働
を
目
指

し
ま
す
。

　
新
し
い
施
設
の
完
成
ま
で
は
現
在
の
施
設
を
修
繕

し
、
稼
働
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
焼
却
炉
へ

の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

を
実
施
し
ま
す
。
各
地
区
２
か
月
に
１
回
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
収
集
し
、
回
収
し
た
古
紙
類
は
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
と
の

連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
初
め
て
実
施
し
て
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
カ
モ
フ
リ
マ
」
を
引
き
続
き
開
催

し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。

　
今
後
の
加
茂
市
の
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
加
茂
市

援
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
世
帯
で

移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
100

万
円
を
加
算
し
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
支
援

し
ま
す
。

６
．
道
路
・
公
共
交
通

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
条
矢
立
境
線
の
歩
道
改

良
工
事
、
舞
台
八
幡
線
、
大
皆
川
線
、
九
軒
小
路
線
、

中
村
小
橋
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

下
条
矢
立
境
線
、
下
大
谷
線
１
号
、
陣
ケ
峰
八
幡
新
田

線
３
号
、
城
ノ
腰
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
の
状
況
を
情
報
発
信
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
「
除
雪
集
計
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
す
。
除
雪
機
械
65
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
取
り
付

け
、
除
雪
機
械
の
位
置
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
除
雪
の
進
捗
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
械

の
稼
働
時
間
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
効
率
的
な
除
雪

業
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
か
も
ん
バ
ス
」
「
か
も

ん
タ
ク
シ
ー
」
に
再
編
し
、
「
お
で
か
も
ち
ゃ
ん
」
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
本
格
運
行
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

の
環
境
施
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
そ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
「
加
茂
市
環
境
会
議
」
の
設
立
を
進
め

ま
す
。

５
．
住
環
境

　
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る
施
策
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
内
空
家
実
態
調
査

を
基
礎
資
料
と
し
て
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
ほ
か
、
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
取
組
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
２
名
の
方
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

加
茂
市
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
、
地
域
の
問
題
解
決
・
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
加
茂
市
の
魅
力
や
支

法
に
も
と
づ
く
協
議
会
を
組
織
し
、
令
和
５
年
度
中
に

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

７
．
水
道
水
の
供
給

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
、
使
用
水
量
等

の
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
費
、
更
新
費
用
な
ど
の
増
加
に
よ
り
経
営

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
、
料
金

改
定
や
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支
均
衡
の
と

れ
た
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
る
ほ
か
、
水
道
料
金

の
未
収
金
回
収
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
収
納
率
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の
修
繕

と
、
栄
町
・
上
条
地
内
で
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

８
．
汚
水
処
理
の
推
進

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
下
水
道
台
帳
の

電
子
化
作
業
を
実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
施
設
の

適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
集
合
汚
水
処
理
の
下
水
道
整
備
計
画
区
域
を
見
直

し
、
個
別
汚
水
処
理
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
と

併
せ
て
、
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
な
視
点
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
維
持
管

理
や
改
築
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
計
画
的
・
効
率
的
に

管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

移住・定住の促進を図るためのポータ
ルサイト

公共交通マスコットキャラクター
「おでかもちゃん」
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
並
び

に
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
、
不
安
定

な
国
際
情
勢
、
経
済
情
勢
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
国
際
社
会
の
安
定
と
平
和

を
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
自
治
体
が
存
続

す
る
上
で
様
々
な
問
題
の
要
因
と
な
る
人
口
減
少
に
加

茂
市
は
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
過
去
に
例
を
み

な
い
速
度
と
深
刻
度
で
す
。
加
茂
山
や
加
茂
川
、
水
源

地
な
ど
の
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
擁
し
、
伝
統
産
業
や

農
業
、
商
店
街
が
栄
え
る
ま
ち
加
茂
市
が
、
ず
っ
と
持

続
可
能
な
ま
ち
で
い
る
た
め
に
は
、
従
来
ど
お
り
で
は

不
十
分
で
、
戦
略
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
加
茂
市
は
、
豊
か
な
環
境
資
源
、
産
業
を
支
え
る
技

術
と
伝
統
、
そ
し
て
、
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
と
加
茂
市
へ

の
熱
い
想
い
を
持
っ
た
”人”
と
い
う
多
く
の
宝
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
で
お
示
し
し

た
重
点
実
施
事
項
に
沿
っ
た
各
分
野
の
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
加
茂
市
ら
し

さ
を
際
立
た
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
加
茂
市
の
可
能
性
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
市
政
を
預
か
り
、
従
来
と
は
違
っ

た
方
針
・
施
策
で
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
加
茂
市
が
新
し
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民
の
方
の

お
声
も
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
変
化
に
戸
惑
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
誰
一
人
取
り

残
さ
ず
寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
時
代
や
社
会
の
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る

今
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
解
決
す
れ
ば
叶
う
課
題
、
”
伸
び
し
ろ”

と
捉
え
て
前
に
進
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
全
て
は
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て
、
今
と
未
来
の
加
茂

市
民
の
た
め
に
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現
の
た
め
、
課
題
解

決
を
先
送
り
せ
ず
変
化
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
加

茂
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
想
い
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
、
ひ
い
て
は
皆
さ
ま
の

笑
顔
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
、
令
和
５
年

度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

４
　
結
び
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
並
び

に
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
、
不
安
定

な
国
際
情
勢
、
経
済
情
勢
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
国
際
社
会
の
安
定
と
平
和

を
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
自
治
体
が
存
続

す
る
上
で
様
々
な
問
題
の
要
因
と
な
る
人
口
減
少
に
加

茂
市
は
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
過
去
に
例
を
み

な
い
速
度
と
深
刻
度
で
す
。
加
茂
山
や
加
茂
川
、
水
源

地
な
ど
の
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
擁
し
、
伝
統
産
業
や

農
業
、
商
店
街
が
栄
え
る
ま
ち
加
茂
市
が
、
ず
っ
と
持

続
可
能
な
ま
ち
で
い
る
た
め
に
は
、
従
来
ど
お
り
で
は

不
十
分
で
、
戦
略
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
加
茂
市
は
、
豊
か
な
環
境
資
源
、
産
業
を
支
え
る
技

術
と
伝
統
、
そ
し
て
、
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
と
加
茂
市
へ

の
熱
い
想
い
を
持
っ
た
”人”
と
い
う
多
く
の
宝
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
で
お
示
し
し

た
重
点
実
施
事
項
に
沿
っ
た
各
分
野
の
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
加
茂
市
ら
し

さ
を
際
立
た
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
加
茂
市
の
可
能
性
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
市
政
を
預
か
り
、
従
来
と
は
違
っ

た
方
針
・
施
策
で
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
加
茂
市
が
新
し
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民
の
方
の

お
声
も
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
変
化
に
戸
惑
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
誰
一
人
取
り

残
さ
ず
寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
時
代
や
社
会
の
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る

今
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
解
決
す
れ
ば
叶
う
課
題
、
”
伸
び
し
ろ”

と
捉
え
て
前
に
進
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
全
て
は
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て
、
今
と
未
来
の
加
茂

市
民
の
た
め
に
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現
の
た
め
、
課
題
解

決
を
先
送
り
せ
ず
変
化
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
加

茂
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
想
い
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
、
ひ
い
て
は
皆
さ
ま
の

笑
顔
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
、
令
和
５
年

度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

４
　
結
び
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
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令
和
５
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

主
要
事
業
　
１
子
育
て
・
教
育

令和5年度　加茂市

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金 その他

一般会計当初予算総額　122億 8900万円（前年度比 4.5％減）

4,338,000

2,654,830

1,262,908

648,400

781,849

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

729,912

654,000 1,219,101

歳出

その他

民生費

教育費

総務費

土木費

衛生費

公債費

商工費

3,819,025

1,618,721

1,467,402

1,486,538

959,954

1,041,965

911,384
984,011

会計名 令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比 令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比区分

令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比区分

国民健康保険
後期高齢者医療
宅地造成
下水道
介護保険
在宅介護サービス
合計

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

収支差引　A+B+C

2,644,577
356,898
147,332
1,852,137
3,219,646
4,302

8,224,892

2,644,533
349,752
147,332
1,943,970
3,330,390
4,635

8,420,612

0.0％
2,0％
0.0％
△4.7％
△3,3％
△7.2％
△2.3％

水道事業収益
水道事業費用
差引　　　A
資本的収入
資本的支出
差引　　　B 
過年度分
当年度分
合計　　　C

528,531
518,818
9,713
89,172
177,835
△ 88,663
82,763
90,475
173,238
94,288

540,360
505,586
34,774
78,550
194,073

△ 115,523
91,625
87,662
179,287
98,538

△ 2.2%
2.6%

△ 72.1%
13.5%
△ 8.4%
△ 23.3%
△ 9.7%
3.2%

△ 3.4%
△ 4.3%

実質公債費比率
将来負担比率
市　債　残　高

財政調整基金残高
うち加茂市負担分

9.4 
116.3 
97 億円
32 億円
11.3 億円

9.3 
118.7 
100 億円
32 億円
10.7 億円

0.1
△ 2.4
△ 3 億円
＋ 0 億円
0.6 億円

　予算を編成するにあたり、重点実施事項として三つの柱を立てました。
　一つ目の重点実施事項は、「未来を担う子どもたちのため」の取組です。
　加茂市の未来を担う大切な子どもたちのために、子育て支援・教育を充実させていく事業、
制度づくりに力を入れていきます。また、障がいがあったり、学校生活に困難さを抱えていた
りする子どもたちを誰一人取り残さないよう取り組んでいきます。子育てする保護者へのサポー
トや預かりなどの保育環境の充実に取り組むとともに、関連施設についても、母子健康センター
を含む施設の複合化や保育園の見直し、小中学校の適正な規模での運営や、新築や複合化を含
めた施設整備の検討など、次の世代に課題を先送りせず、未来のためのより良い環境づくりを
進めていきます。
　二つ目の重点実施事項は、「誰もが便利で快適に暮らせるまちのため」の取組です。加茂市が
抱える課題解決や、増え続ける行政ニーズに対応するため、IT 技術の活用、デジタル化を推進
します。DX（デジタルトランスフォーメーション）の前にしっかりとデジタル化に取り組みます。
利便性や効率化などに目がいきがちになりますが、地理的な制約、年齢、障がいの有無にかか
わらず、「デジタル化の恩恵」を誰一人取り残されることなく受けられるよう進めていきます。
　快適に暮らせるまちづくりに取り組むとともに、まちの魅力を市外に向けて発信し、交流人
口の増加、移住・定住の促進を図ります。
　三つ目の重点実施事項は、「行財政の健全かつ持続可能な運営のため」の取組です。減少する
人口規模に見合った、持続可能なまちにする必要があるため、公共施設の見直しを強力に推進
します。また、総合計画、予算、人員管理を連動させ、持続可能な行政運営に取り組みます。
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
並
び

に
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
、
不
安
定

な
国
際
情
勢
、
経
済
情
勢
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
国
際
社
会
の
安
定
と
平
和

を
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
自
治
体
が
存
続

す
る
上
で
様
々
な
問
題
の
要
因
と
な
る
人
口
減
少
に
加

茂
市
は
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
過
去
に
例
を
み

な
い
速
度
と
深
刻
度
で
す
。
加
茂
山
や
加
茂
川
、
水
源

地
な
ど
の
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
擁
し
、
伝
統
産
業
や

農
業
、
商
店
街
が
栄
え
る
ま
ち
加
茂
市
が
、
ず
っ
と
持

続
可
能
な
ま
ち
で
い
る
た
め
に
は
、
従
来
ど
お
り
で
は

不
十
分
で
、
戦
略
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
加
茂
市
は
、
豊
か
な
環
境
資
源
、
産
業
を
支
え
る
技

術
と
伝
統
、
そ
し
て
、
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
と
加
茂
市
へ

の
熱
い
想
い
を
持
っ
た
”人”
と
い
う
多
く
の
宝
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
で
お
示
し
し

た
重
点
実
施
事
項
に
沿
っ
た
各
分
野
の
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
加
茂
市
ら
し

さ
を
際
立
た
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
加
茂
市
の
可
能
性
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
市
政
を
預
か
り
、
従
来
と
は
違
っ

た
方
針
・
施
策
で
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
加
茂
市
が
新
し
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民
の
方
の

お
声
も
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
変
化
に
戸
惑
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
誰
一
人
取
り

残
さ
ず
寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
時
代
や
社
会
の
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る

今
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
解
決
す
れ
ば
叶
う
課
題
、
”
伸
び
し
ろ”

と
捉
え
て
前
に
進
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
全
て
は
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て
、
今
と
未
来
の
加
茂

市
民
の
た
め
に
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現
の
た
め
、
課
題
解

決
を
先
送
り
せ
ず
変
化
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
加

茂
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
想
い
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
、
ひ
い
て
は
皆
さ
ま
の

笑
顔
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
、
令
和
５
年

度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

４
　
結
び
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令
和
５
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

主
要
事
業
　
１
子
育
て
・
教
育

令和5年度　加茂市

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金 その他

一般会計当初予算総額　122億 8900万円（前年度比 4.5％減）

4,338,000

2,654,830

1,262,908

648,400

781,849

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

729,912

654,000 1,219,101

歳出

その他

民生費

教育費

総務費

土木費

衛生費

公債費

商工費

3,819,025

1,618,721

1,467,402

1,486,538

959,954

1,041,965

911,384
984,011

会計名 令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比 令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比区分

令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比区分

国民健康保険
後期高齢者医療
宅地造成
下水道
介護保険
在宅介護サービス
合計

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

収支差引　A+B+C

2,644,577
356,898
147,332
1,852,137
3,219,646
4,302

8,224,892

2,644,533
349,752
147,332
1,943,970
3,330,390
4,635

8,420,612

0.0％
2,0％
0.0％
△4.7％
△3,3％
△7.2％
△2.3％

水道事業収益
水道事業費用
差引　　　A
資本的収入
資本的支出
差引　　　B 
過年度分
当年度分
合計　　　C

528,531
518,818
9,713
89,172
177,835
△ 88,663
82,763
90,475
173,238
94,288

540,360
505,586
34,774
78,550
194,073

△ 115,523
91,625
87,662
179,287
98,538

△ 2.2%
2.6%

△ 72.1%
13.5%
△ 8.4%
△ 23.3%
△ 9.7%
3.2%

△ 3.4%
△ 4.3%

実質公債費比率
将来負担比率
市　債　残　高

財政調整基金残高
うち加茂市負担分

9.4 
116.3 
97 億円
32 億円
11.3 億円

9.3 
118.7 
100 億円
32 億円
10.7 億円

0.1
△ 2.4
△ 3 億円
＋ 0 億円
0.6 億円

　予算を編成するにあたり、重点実施事項として三つの柱を立てました。
　一つ目の重点実施事項は、「未来を担う子どもたちのため」の取組です。
　加茂市の未来を担う大切な子どもたちのために、子育て支援・教育を充実させていく事業、
制度づくりに力を入れていきます。また、障がいがあったり、学校生活に困難さを抱えていた
りする子どもたちを誰一人取り残さないよう取り組んでいきます。子育てする保護者へのサポー
トや預かりなどの保育環境の充実に取り組むとともに、関連施設についても、母子健康センター
を含む施設の複合化や保育園の見直し、小中学校の適正な規模での運営や、新築や複合化を含
めた施設整備の検討など、次の世代に課題を先送りせず、未来のためのより良い環境づくりを
進めていきます。
　二つ目の重点実施事項は、「誰もが便利で快適に暮らせるまちのため」の取組です。加茂市が
抱える課題解決や、増え続ける行政ニーズに対応するため、IT 技術の活用、デジタル化を推進
します。DX（デジタルトランスフォーメーション）の前にしっかりとデジタル化に取り組みます。
利便性や効率化などに目がいきがちになりますが、地理的な制約、年齢、障がいの有無にかか
わらず、「デジタル化の恩恵」を誰一人取り残されることなく受けられるよう進めていきます。
　快適に暮らせるまちづくりに取り組むとともに、まちの魅力を市外に向けて発信し、交流人
口の増加、移住・定住の促進を図ります。
　三つ目の重点実施事項は、「行財政の健全かつ持続可能な運営のため」の取組です。減少する
人口規模に見合った、持続可能なまちにする必要があるため、公共施設の見直しを強力に推進
します。また、総合計画、予算、人員管理を連動させ、持続可能な行政運営に取り組みます。
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基
本
目
標
４
　
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
治
・
人
権

学
び
、
集
い
、
ふ
れ
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き

る
ま
ち

１
．
生
涯
学
習

　
図
書
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
加
茂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
お
話
会
の
開
催
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

図
書
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
寄
附
に
よ
り
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
書
や
大
型
絵
本
の
蔵
書
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
更
な
る
利
用
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
「
市
民
大
学
講
座
」
「
シ
ニ
ア
教

室
」
な
ど
の
各
種
事
業
及
び
各
分
館
事
業
を
実
施
し
、

幅
広
い
世
代
と
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
民
俗
資
料
館
で
は
、
各
種
講
座
や
特
別
歴
史
講
演

会
、
学
校
の
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
べ
る
事
業
を
行
い
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

２
．
芸
術
文
化
・
文
化
財

　
加
茂
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
大
ホ
ー
ル
客
席
天
井

の
耐
震
化
改
修
工
事
が
令
和
５
年
５
月
に
完
了
し
、
同

24
日
か
ら
大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

客
席
数
は
１
，
０
８
２
席
か
ら
約
９
０
０
席
に
減
り
ま

す
が
、
通
路
の
拡
幅
に
よ
り
移
動
の
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
ほ
か
、
以
前
に
比
べ
足
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座

席
で
快
適
に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の
活
力
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報
発
信
や
文
化

芸
術
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
資
料

や
情
報
を
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
加
茂
文
化
会

館
内
の
良
寛
展
示
室
で
定
期
的
に
公
開
し
、
文
化
財
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
加
茂
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
加
茂
紙
が
、
令
和
５
年

１
月
に
「
新
潟
県
伝
統
工
芸
品
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
加
茂
紙
が
重
要
な
伝
統
文
化
産
業

で
あ
る
こ
と
を
、
市
内
外
に
向
け
よ
り
一
層
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
紙
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
８
月
を
休
館
と
し
て
い
た
加
茂
紙
漉
場

を
通
年
で
開
館
し
、
紙
漉
き
体
験
の
回
数
や
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
普
及
・
保
存
に
努
め

ま
す
。

３
．
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
健
康
と
運
動
を
結
び
付
け
、
誰
も
が
参
加
し
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
モ
ル
ッ
ク

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
事
業

な
ど
を
開
催
し
、
競
技
力
の

向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
七
谷
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４
．
市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働

で
ま
ち
の
美
化
、
環
境
整
備
活
動
を
推
進
す
る
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
参
加
団

体
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の
役
割
分
担
を

定
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
新
た
な
環
境

美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
人
権
・
多
文
化
共
生

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
交
流

の
再
開
を
目
指
し
て
、
英
語
圏
の
新
た
な
交
流
先
を
探

し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
策
定
し
た
「
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
理
念
を
踏
ま
え
、
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
計
画
」
の
令

和
７
年
度
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
空
き
店
舗
対

策
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
商
店
街
等
の
協

力
を
得
て
空
き
店
舗
の
状
況
を
把
握
し
、
新
規
出
店
者

に
対
し
て
店
舗
の
改
修
費
用
や
家
賃
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
店
舗
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
加
茂
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
と
高
校
生
や
大
学

生
、
買
い
物
客
な
ど
駅
周
辺
に
来
ら
れ
た
方
の
居
場
所

と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
メ
リ
ア
３
階
に
設
置

し
た
、
仮
称
「M

A
C
H
IN
A
K
A
 
BA
SE

（
ま
ち
な
か

ベ
ー
ス
）
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

４
．
農
林
水
産
業
の
振
興

　
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
未
来
図
で
あ
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
を
核
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
て
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
県
単
事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
機
械
や
設
備
を

導
入
す
る
団
体
等
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
省
コ

ス
ト
化
と
所
得
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
電
気
柵
設

置
補
助
を
行
う
「
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
」
へ
運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
猟
友
会
が
建
設
す
る
大
口
径
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
の
整
備
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
育
成
と
技
能
向
上
を
支
援
し
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
罠
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
省
力
化
や
安
全
対
策

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
「
加
茂
市
林

道
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
林
道
麻
布
谷

黒
水
線
住
岡
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
６
　
行
政
活
動

社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
未
来
へ

の
責
任
を
担
う
ま
ち

１
．
財
政
運
営

　
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
規
模
や
利
用
状
況

に
見
合
っ
た
公
共
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
こ
と
が
財

政
負
担
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
・

策
定
し
て
き
た
方
針
や
計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続

可
能
か
つ
希
望
が
持
て
る
未
来
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

示
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、

各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
属
性
情
報
や
類
似
施
設
間

の
併
用
状
況
な
ど
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
需

給
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
性
や
優
先
度
が
高
い
新

規
施
設
の
整
備
も
含
め
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化

に
向
け
た
長
期
に
渡
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
の
自
治
体
で
地
方
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、
納
税
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

税
収
入
の
一
層
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
市
税
の
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
よ
り
、
地
方
税
共
同
機
構
が

提
供
す
る
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
現
金

納
付
の
場
合
は
、
全
国
の
同
二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
．
行
政
運
営

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
実
現
す
る
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
も
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

基
本
目
標
５
　
都
市
の
魅
力
創
造
、
産
業
・
雇
用

人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力
が
あ
ふ
れ
、
稼
ぐ
力
と
雇

用
を
生
み
出
す
ま
ち

１
．
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
加
茂
市
に
住
む
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
主
役
と
な

っ
て
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
は
、
公
民
が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
実
現
す
べ
き
具
体
的
な

ま
ち
の
姿
を
示
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
通
し
て
、
加
茂
市
全
体
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
雪
椿
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
直
し
、
雪
椿

園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
加
茂
暁
星
高
等
学
校
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
昼
も
夜
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。
事
業
者
、
学
校
、
各

種
団
体
が
共
に
創
り
上
げ
る
市
民
総
参
加
の
祭
り
と
し

て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
茂
川
を
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
加
茂
市
を
訪
れ
た
方

が
、
加
茂
市
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
再
び
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

　
「
加
茂
七
谷
温
泉 

美
人

の
湯
」
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
敷
地
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
同
施
設

並
び
に
周
辺
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
加
茂
市
総
合
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画
の
目
標
、
全
体
構

想
、
地
域
別
構
想
を
定
め
る
「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画
基
本
図
・
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
都
市
計
画
行
政
の
立
案
等
に

活
用
し
ま
す
。

２
．
商
工
業
の
振
興

　
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
し
な
い

よ
う
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
や
販
路
開
拓

支
援
を
は
じ
め
、
加
茂
商
工
会
議
所
や
市
内
事
業
協
同

組
合
等
が
行
う
取
組
に
対
し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
創
業
、
成
長
企
業
へ
の
支
援
の

充
実
に
重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
こ

の
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
創
業
者
が
登
録

免
許
税
軽
減
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
で
の

優
遇
等
、
更
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
も
と
づ
く
「
創
業
支
援
等

事
業
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
支
援
し
、
引
き
続
き
中

小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
地
域
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
加
茂
応
援

寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹
及
び
新
潟
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
地
域
特
産
品
の
磨
き
上
げ

や
新
た
な
価
値
の
創
出
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
産
業
の

振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
た

返
礼
品
の
開
発
や
体
験
型
の
商
品
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
品
揃
え
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
す
。

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
各
種
公
的
書
類
や
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
、
コ
ス

ト
・
時
間
・
労
力
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

ツ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
加
茂
市
で
は
60
％
を
超
え
る
市

民
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
12
市
町
が
共
同
で
行
う
「
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
加
茂
市
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
届
出
や

申
請
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
制

度
で
、
加
茂
市
で
は
令
和
５
年
10
月
に
開
始
し
ま
す
。

　
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紙
で
配
付
さ
れ
て
き
た
議
案
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
デ
ー
タ
で
配
付
す
る
こ
と
で
、
紙
や
印
刷
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
的
な
議
会
運
営
を
図
り
ま

す
。

　
市
役
所
庁
舎
内
に
職
員
用W

i-Fi

を
整
備
し
、
庁
内

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
長
定
例
記
者
会
見
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
手
話

に
よ
る
同
時
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
見
の
様
子
は

YouT
ube

の
加
茂
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
動
画
配
信

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
Ｐ
Ｒ
し
、
税
外
収
入
の
一
層
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
並
び

に
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
、
不
安
定

な
国
際
情
勢
、
経
済
情
勢
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
国
際
社
会
の
安
定
と
平
和

を
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
自
治
体
が
存
続

す
る
上
で
様
々
な
問
題
の
要
因
と
な
る
人
口
減
少
に
加

茂
市
は
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
過
去
に
例
を
み

な
い
速
度
と
深
刻
度
で
す
。
加
茂
山
や
加
茂
川
、
水
源

地
な
ど
の
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
擁
し
、
伝
統
産
業
や

農
業
、
商
店
街
が
栄
え
る
ま
ち
加
茂
市
が
、
ず
っ
と
持

続
可
能
な
ま
ち
で
い
る
た
め
に
は
、
従
来
ど
お
り
で
は

不
十
分
で
、
戦
略
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
加
茂
市
は
、
豊
か
な
環
境
資
源
、
産
業
を
支
え
る
技

術
と
伝
統
、
そ
し
て
、
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
と
加
茂
市
へ

の
熱
い
想
い
を
持
っ
た
”人”
と
い
う
多
く
の
宝
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
で
お
示
し
し

た
重
点
実
施
事
項
に
沿
っ
た
各
分
野
の
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
加
茂
市
ら
し

さ
を
際
立
た
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
加
茂
市
の
可
能
性
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
市
政
を
預
か
り
、
従
来
と
は
違
っ

た
方
針
・
施
策
で
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
加
茂
市
が
新
し
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民
の
方
の

お
声
も
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
変
化
に
戸
惑
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
誰
一
人
取
り

残
さ
ず
寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
時
代
や
社
会
の
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る

今
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
解
決
す
れ
ば
叶
う
課
題
、
”
伸
び
し
ろ”

と
捉
え
て
前
に
進
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
全
て
は
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て
、
今
と
未
来
の
加
茂

市
民
の
た
め
に
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
加
茂
」
の
実
現
の
た
め
、
課
題
解

決
を
先
送
り
せ
ず
変
化
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
加

茂
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
想
い
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
、
ひ
い
て
は
皆
さ
ま
の

笑
顔
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
、
令
和
５
年

度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

４
　
結
び
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令
和
５
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

主
要
事
業
　
１
子
育
て
・
教
育

令和5年度　加茂市

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金 その他

一般会計当初予算総額　122億 8900万円（前年度比 4.5％減）

4,338,000

2,654,830

1,262,908

648,400

781,849

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

729,912

654,000 1,219,101

歳出

その他

民生費

教育費

総務費

土木費

衛生費

公債費

商工費

3,819,025

1,618,721

1,467,402

1,486,538

959,954

1,041,965

911,384
984,011

会計名 令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比 令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比区分

令和 5 年度 令和 4 年度 前年度比区分

国民健康保険
後期高齢者医療
宅地造成
下水道
介護保険
在宅介護サービス
合計

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

収支差引　A+B+C

2,644,577
356,898
147,332
1,852,137
3,219,646
4,302

8,224,892

2,644,533
349,752
147,332
1,943,970
3,330,390
4,635

8,420,612

0.0％
2,0％
0.0％
△4.7％
△3,3％
△7.2％
△2.3％

水道事業収益
水道事業費用
差引　　　A
資本的収入
資本的支出
差引　　　B 
過年度分
当年度分
合計　　　C

528,531
518,818
9,713
89,172
177,835
△ 88,663
82,763
90,475
173,238
94,288

540,360
505,586
34,774
78,550
194,073

△ 115,523
91,625
87,662
179,287
98,538

△ 2.2%
2.6%

△ 72.1%
13.5%
△ 8.4%
△ 23.3%
△ 9.7%
3.2%

△ 3.4%
△ 4.3%

実質公債費比率
将来負担比率
市　債　残　高

財政調整基金残高
うち加茂市負担分

9.4 
116.3 
97 億円
32 億円
11.3 億円

9.3 
118.7 
100 億円
32 億円
10.7 億円

0.1
△ 2.4
△ 3 億円
＋ 0 億円
0.6 億円

　予算を編成するにあたり、重点実施事項として三つの柱を立てました。
　一つ目の重点実施事項は、「未来を担う子どもたちのため」の取組です。
　加茂市の未来を担う大切な子どもたちのために、子育て支援・教育を充実させていく事業、
制度づくりに力を入れていきます。また、障がいがあったり、学校生活に困難さを抱えていた
りする子どもたちを誰一人取り残さないよう取り組んでいきます。子育てする保護者へのサポー
トや預かりなどの保育環境の充実に取り組むとともに、関連施設についても、母子健康センター
を含む施設の複合化や保育園の見直し、小中学校の適正な規模での運営や、新築や複合化を含
めた施設整備の検討など、次の世代に課題を先送りせず、未来のためのより良い環境づくりを
進めていきます。
　二つ目の重点実施事項は、「誰もが便利で快適に暮らせるまちのため」の取組です。加茂市が
抱える課題解決や、増え続ける行政ニーズに対応するため、IT 技術の活用、デジタル化を推進
します。DX（デジタルトランスフォーメーション）の前にしっかりとデジタル化に取り組みます。
利便性や効率化などに目がいきがちになりますが、地理的な制約、年齢、障がいの有無にかか
わらず、「デジタル化の恩恵」を誰一人取り残されることなく受けられるよう進めていきます。
　快適に暮らせるまちづくりに取り組むとともに、まちの魅力を市外に向けて発信し、交流人
口の増加、移住・定住の促進を図ります。
　三つ目の重点実施事項は、「行財政の健全かつ持続可能な運営のため」の取組です。減少する
人口規模に見合った、持続可能なまちにする必要があるため、公共施設の見直しを強力に推進
します。また、総合計画、予算、人員管理を連動させ、持続可能な行政運営に取り組みます。
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資本的収入
資本的支出
差引　　　B 
過年度分
当年度分
合計　　　C

528,531
518,818
9,713
89,172
177,835
△ 88,663
82,763
90,475
173,238
94,288

540,360
505,586
34,774
78,550
194,073

△ 115,523
91,625
87,662
179,287
98,538

△ 2.2%
2.6%

△ 72.1%
13.5%
△ 8.4%
△ 23.3%
△ 9.7%
3.2%

△ 3.4%
△ 4.3%

実質公債費比率
将来負担比率
市　債　残　高

財政調整基金残高
うち加茂市負担分

9.4 
116.3 
97 億円
32 億円
11.3 億円

9.3 
118.7 
100 億円
32 億円
10.7 億円

0.1
△ 2.4
△ 3 億円
＋ 0 億円
0.6 億円

　予算を編成するにあたり、重点実施事項として三つの柱を立てました。
　一つ目の重点実施事項は、「未来を担う子どもたちのため」の取組です。
　加茂市の未来を担う大切な子どもたちのために、子育て支援・教育を充実させていく事業、
制度づくりに力を入れていきます。また、障がいがあったり、学校生活に困難さを抱えていた
りする子どもたちを誰一人取り残さないよう取り組んでいきます。子育てする保護者へのサポー
トや預かりなどの保育環境の充実に取り組むとともに、関連施設についても、母子健康センター
を含む施設の複合化や保育園の見直し、小中学校の適正な規模での運営や、新築や複合化を含
めた施設整備の検討など、次の世代に課題を先送りせず、未来のためのより良い環境づくりを
進めていきます。
　二つ目の重点実施事項は、「誰もが便利で快適に暮らせるまちのため」の取組です。加茂市が
抱える課題解決や、増え続ける行政ニーズに対応するため、IT 技術の活用、デジタル化を推進
します。DX（デジタルトランスフォーメーション）の前にしっかりとデジタル化に取り組みます。
利便性や効率化などに目がいきがちになりますが、地理的な制約、年齢、障がいの有無にかか
わらず、「デジタル化の恩恵」を誰一人取り残されることなく受けられるよう進めていきます。
　快適に暮らせるまちづくりに取り組むとともに、まちの魅力を市外に向けて発信し、交流人
口の増加、移住・定住の促進を図ります。
　三つ目の重点実施事項は、「行財政の健全かつ持続可能な運営のため」の取組です。減少する
人口規模に見合った、持続可能なまちにする必要があるため、公共施設の見直しを強力に推進
します。また、総合計画、予算、人員管理を連動させ、持続可能な行政運営に取り組みます。
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令和 4年度 加茂市表彰式
　
令
和
４
年
度
の
加
茂
市
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
30
日
、
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
各
分
野
で
の
功
労
・
功
績

を
た
た
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。
（
敬

称
略
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

難
波
道
子
　
献
血
五
十
回
以
上
。
後
須

田井
上
誠
　
献
血
五
十
回
以
上
。
柳
町

田
浦
久
　
献
血
五
十
回
以
上
。
上
大
谷

牛
腸
敏
明
　
献
血
五
十
回
以
上
。
青
海

町橋
本
昌
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
新
栄

町手
塚
光
彦
　
学
校
医
と
し
て
二
十
年
以

上
。
高
須
町

加
茂
市
医
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
幸

町加
茂
薬
剤
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
本

町

【
体
育
功
労
】

鶴
巻
陽
太
　
令
和
４
年
度
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会 

秩
父

宮
杯
第
75
回
全
国
高
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会  

男
子
100
ｍ 

第
６
位
。

上
高
柳

矢
部
童
夢
　
第
30
回
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル

ス 

第
５
位
。
下
興
屋
向

【
社
会
福
祉
功
労
】

齋
藤
昌
喜
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
秋
房

小
栁
純
子
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
上
町

相
波
明
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
小
橋

牛
膓
勲
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
旱
田

関
昭
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以
上
。

青
海
町

乙
川
文
英
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以

上
。
神
明
町

西
村
國
一
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
二

十
一
年
以
上
。
千
刈

有
限
会
社
目
黒
食
品
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
食
糧
支
援
に
尽
力
。
下

高
柳

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
市
役
所
新
人
職
員
紹
介

加茂市３人目の地域おこし協力隊　阿部駿さん
あ　 べ　はやお

　加茂市３人目の地域おこし協力隊に、加茂市出身の阿部駿（あべはやお）さん
が着任しました。阿部さんは総務課政策推進室に配属され、移住・定住や関係人
口拡大の分野で活躍していただきます。みなさま、よろしくお願いいたします。

加茂市役所
　 新入職員を紹介します

　令和５年度の加茂市役所新採用職員をご紹介します
　写真左から、近藤侯樹（総務課）、安中浩希（建設課）、岡美羽（総務課）、
井上歩佳（こども未来課）、入澤真穂（長寿あんしん課）、山下真希（健康福祉課）、
廣田未実（上下水道課）です。

　市民の皆さまのために、日々成長していけるよう努めてまいります。よろし
くお願いいたします。
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衛
生
功
労
】

難
波
道
子
　
献
血
五
十
回
以
上
。
後
須

田井
上
誠
　
献
血
五
十
回
以
上
。
柳
町

田
浦
久
　
献
血
五
十
回
以
上
。
上
大
谷

牛
腸
敏
明
　
献
血
五
十
回
以
上
。
青
海

町橋
本
昌
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
新
栄

町手
塚
光
彦
　
学
校
医
と
し
て
二
十
年
以

上
。
高
須
町

加
茂
市
医
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
幸

町加
茂
薬
剤
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
本

町

【
体
育
功
労
】

鶴
巻
陽
太
　
令
和
４
年
度
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会 

秩
父

宮
杯
第
75
回
全
国
高
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会  

男
子
100
ｍ 

第
６
位
。

上
高
柳

矢
部
童
夢
　
第
30
回
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル

ス 

第
５
位
。
下
興
屋
向

【
社
会
福
祉
功
労
】

齋
藤
昌
喜
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
秋
房

小
栁
純
子
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
上
町

相
波
明
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
小
橋

牛
膓
勲
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
旱
田

関
昭
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以
上
。

青
海
町

乙
川
文
英
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以

上
。
神
明
町

西
村
國
一
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
二

十
一
年
以
上
。
千
刈

有
限
会
社
目
黒
食
品
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
食
糧
支
援
に
尽
力
。
下

高
柳

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
市
役
所
新
人
職
員
紹
介

加茂市３人目の地域おこし協力隊　阿部駿さん
あ　 べ　はやお

　加茂市３人目の地域おこし協力隊に、加茂市出身の阿部駿（あべはやお）さん
が着任しました。阿部さんは総務課政策推進室に配属され、移住・定住や関係人
口拡大の分野で活躍していただきます。みなさま、よろしくお願いいたします。

加茂市役所
　 新入職員を紹介します

　令和５年度の加茂市役所新採用職員をご紹介します
　写真左から、近藤侯樹（総務課）、安中浩希（建設課）、岡美羽（総務課）、
井上歩佳（こども未来課）、入澤真穂（長寿あんしん課）、山下真希（健康福祉課）、
廣田未実（上下水道課）です。

　市民の皆さまのために、日々成長していけるよう努めてまいります。よろし
くお願いいたします。
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２
　
行
　
政
　
運
　
営
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ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
下条分館「昆虫はかせと気楽に茶話会」（3/11）
　3月11日（土）午後2時から、鈴木誠治さん（博士、
昆虫はかせネットワーク代表）を講師に「昆虫はか
せと気楽に茶話会」を開催しました。「2030年には、
絶滅危惧種の名前が言えなくなる（絶滅してしまう）
かもしれない」と鈴木さん。それを何とかしたいの
で、子ども向けに昆虫のお話や体験会をしているそ
うです。参加の親子は，保護者の皆さんも昆虫好き。
みんなで和気あいあいと楽しい茶話会でした。

日赤 健康生活支援員養成講習会（3/19）
　３月18日（土）、19日（日）に日赤の健康生活
支援員養成講習会が、 ゆきつばき荘で行われま
した。
　参加者10人は２日間の座学や体験を通して、 
すこやかな高齢期を過ごすため、 日常生活に必
要な介護や認知症高齢者への対応などについ
て学びました。飲み込み、噛み砕きがしやすいレトルト食品など

講師の話をじっくり聞きメモを取る受講者も

【有料広告】

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し

た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
副
市
長
、
教

育
長
か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

【
文
化
功
労
】

佐
藤
俊
夫
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
宮
寄
上

清
水
芳
美
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
後
須
田

有
本
由
里
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
本
町

【
消
防
功
労
】

近
藤
和
三
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
八
幡

小
柳
昌
影
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
小
乙

小
栁
稔
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
旱
田

更
科
勲
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
青
海
町

関
隆
之
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
八
幡

【
市
行
政
功
労
】

落
合
久
子
　
統
計
調
査
員
と
し
て
二
十

年
以
上
。
高
須
町

荒
井
誠
治
　
中
村
区
長
と
し
て
十
年
以

上
。
中
村

外
石
榮
子
　
陣
ケ
峰
副
区
長
と
し
て
二

十
年
以
上
。
陣
ケ
峰

【
私
財
寄
附
】

福
井
浄
　
加
茂
市
の
教
育
の
た
め
多
額

の
金
員
を
寄
附
。
兵
庫
県

株
式
会
社
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
　
加
茂
市
の
教
育
と
消
防

行
政
の
た
め
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
。

福
島
県

謝辞を述べる外石榮子さん

代表してあいさつする佐藤俊夫さん

令
和
４
年
度
加
茂
市
表
彰
式

講師による実演もありました

特
別
表
彰

【
保
健
衛
生
功
労
】

廣
川
健
介
　
献
血
百
回
以
上
。
幸
町

東
樹
信
市
　
献
血
百
回
以
上
。
番
田

田
浦
鉄
徳
　
献
血
百
回
以
上
。
中
大
谷

近
藤
敏
之
　
献
血
三
百
回
以
上
。
神
明

町鶴
巻
忠
昭
　
献
血
三
百
回
以
上
。
下
土

倉

令
和
４
年
度 

教
育
委
員
会
表
彰

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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令和 4年度 加茂市表彰式
　
令
和
４
年
度
の
加
茂
市
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
30
日
、
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
各
分
野
で
の
功
労
・
功
績

を
た
た
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。
（
敬

称
略
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

難
波
道
子
　
献
血
五
十
回
以
上
。
後
須

田井
上
誠
　
献
血
五
十
回
以
上
。
柳
町

田
浦
久
　
献
血
五
十
回
以
上
。
上
大
谷

牛
腸
敏
明
　
献
血
五
十
回
以
上
。
青
海

町橋
本
昌
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
新
栄

町手
塚
光
彦
　
学
校
医
と
し
て
二
十
年
以

上
。
高
須
町

加
茂
市
医
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
幸

町加
茂
薬
剤
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
本

町

【
体
育
功
労
】

鶴
巻
陽
太
　
令
和
４
年
度
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会 

秩
父

宮
杯
第
75
回
全
国
高
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会  

男
子
100
ｍ 

第
６
位
。

上
高
柳

矢
部
童
夢
　
第
30
回
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル

ス 

第
５
位
。
下
興
屋
向

【
社
会
福
祉
功
労
】

齋
藤
昌
喜
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
秋
房

小
栁
純
子
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
上
町

相
波
明
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
小
橋

牛
膓
勲
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
旱
田

関
昭
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以
上
。

青
海
町

乙
川
文
英
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以

上
。
神
明
町

西
村
國
一
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
二

十
一
年
以
上
。
千
刈

有
限
会
社
目
黒
食
品
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
食
糧
支
援
に
尽
力
。
下

高
柳

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
市
役
所
新
人
職
員
紹
介

加茂市３人目の地域おこし協力隊　阿部駿さん
あ　 べ　はやお

　加茂市３人目の地域おこし協力隊に、加茂市出身の阿部駿（あべはやお）さん
が着任しました。阿部さんは総務課政策推進室に配属され、移住・定住や関係人
口拡大の分野で活躍していただきます。みなさま、よろしくお願いいたします。

加茂市役所
　 新入職員を紹介します

　令和５年度の加茂市役所新採用職員をご紹介します
　写真左から、近藤侯樹（総務課）、安中浩希（建設課）、岡美羽（総務課）、
井上歩佳（こども未来課）、入澤真穂（長寿あんしん課）、山下真希（健康福祉課）、
廣田未実（上下水道課）です。

　市民の皆さまのために、日々成長していけるよう努めてまいります。よろし
くお願いいたします。
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N E W S  T O P I C S
下条分館「昆虫はかせと気楽に茶話会」（3/11）
　3月11日（土）午後2時から、鈴木誠治さん（博士、
昆虫はかせネットワーク代表）を講師に「昆虫はか
せと気楽に茶話会」を開催しました。「2030年には、
絶滅危惧種の名前が言えなくなる（絶滅してしまう）
かもしれない」と鈴木さん。それを何とかしたいの
で、子ども向けに昆虫のお話や体験会をしているそ
うです。参加の親子は，保護者の皆さんも昆虫好き。
みんなで和気あいあいと楽しい茶話会でした。

日赤 健康生活支援員養成講習会（3/19）
　３月18日（土）、19日（日）に日赤の健康生活
支援員養成講習会が、 ゆきつばき荘で行われま
した。
　参加者10人は２日間の座学や体験を通して、 
すこやかな高齢期を過ごすため、 日常生活に必
要な介護や認知症高齢者への対応などについ
て学びました。飲み込み、噛み砕きがしやすいレトルト食品など

講師の話をじっくり聞きメモを取る受講者も

【有料広告】

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し

た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
副
市
長
、
教

育
長
か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

【
文
化
功
労
】

佐
藤
俊
夫
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
宮
寄
上

清
水
芳
美
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
後
須
田

有
本
由
里
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
本
町

【
消
防
功
労
】

近
藤
和
三
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
八
幡

小
柳
昌
影
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
小
乙

小
栁
稔
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
旱
田

更
科
勲
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
青
海
町

関
隆
之
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
八
幡

【
市
行
政
功
労
】

落
合
久
子
　
統
計
調
査
員
と
し
て
二
十

年
以
上
。
高
須
町

荒
井
誠
治
　
中
村
区
長
と
し
て
十
年
以

上
。
中
村

外
石
榮
子
　
陣
ケ
峰
副
区
長
と
し
て
二

十
年
以
上
。
陣
ケ
峰

【
私
財
寄
附
】

福
井
浄
　
加
茂
市
の
教
育
の
た
め
多
額

の
金
員
を
寄
附
。
兵
庫
県

株
式
会
社
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
　
加
茂
市
の
教
育
と
消
防

行
政
の
た
め
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
。

福
島
県

謝辞を述べる外石榮子さん

代表してあいさつする佐藤俊夫さん

令
和
４
年
度
加
茂
市
表
彰
式

講師による実演もありました

特
別
表
彰

【
保
健
衛
生
功
労
】

廣
川
健
介
　
献
血
百
回
以
上
。
幸
町

東
樹
信
市
　
献
血
百
回
以
上
。
番
田

田
浦
鉄
徳
　
献
血
百
回
以
上
。
中
大
谷

近
藤
敏
之
　
献
血
三
百
回
以
上
。
神
明

町鶴
巻
忠
昭
　
献
血
三
百
回
以
上
。
下
土

倉

令
和
４
年
度 

教
育
委
員
会
表
彰

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広報かも　No.802　5．4．15　　 3433　　 広報かも　No.802　5．4．15

令和 4年度 加茂市表彰式
　
令
和
４
年
度
の
加
茂
市
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
30
日
、
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
各
分
野
で
の
功
労
・
功
績

を
た
た
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。
（
敬

称
略
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

難
波
道
子
　
献
血
五
十
回
以
上
。
後
須

田井
上
誠
　
献
血
五
十
回
以
上
。
柳
町

田
浦
久
　
献
血
五
十
回
以
上
。
上
大
谷

牛
腸
敏
明
　
献
血
五
十
回
以
上
。
青
海

町橋
本
昌
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
新
栄

町手
塚
光
彦
　
学
校
医
と
し
て
二
十
年
以

上
。
高
須
町

加
茂
市
医
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
幸

町加
茂
薬
剤
師
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽
力
。
本

町

【
体
育
功
労
】

鶴
巻
陽
太
　
令
和
４
年
度
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会 

秩
父

宮
杯
第
75
回
全
国
高
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会  

男
子
100
ｍ 

第
６
位
。

上
高
柳

矢
部
童
夢
　
第
30
回
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル

ス 

第
５
位
。
下
興
屋
向

【
社
会
福
祉
功
労
】

齋
藤
昌
喜
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
秋
房

小
栁
純
子
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

十
二
年
以
上
。
上
町

相
波
明
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
小
橋

牛
膓
勲
　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
十

二
年
以
上
。
旱
田

関
昭
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以
上
。

青
海
町

乙
川
文
英
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年
以

上
。
神
明
町

西
村
國
一
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
二

十
一
年
以
上
。
千
刈

有
限
会
社
目
黒
食
品
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
食
糧
支
援
に
尽
力
。
下

高
柳

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
市
役
所
新
人
職
員
紹
介

加茂市３人目の地域おこし協力隊　阿部駿さん
あ　 べ　はやお

　加茂市３人目の地域おこし協力隊に、加茂市出身の阿部駿（あべはやお）さん
が着任しました。阿部さんは総務課政策推進室に配属され、移住・定住や関係人
口拡大の分野で活躍していただきます。みなさま、よろしくお願いいたします。

加茂市役所
　 新入職員を紹介します

　令和５年度の加茂市役所新採用職員をご紹介します
　写真左から、近藤侯樹（総務課）、安中浩希（建設課）、岡美羽（総務課）、
井上歩佳（こども未来課）、入澤真穂（長寿あんしん課）、山下真希（健康福祉課）、
廣田未実（上下水道課）です。

　市民の皆さまのために、日々成長していけるよう努めてまいります。よろし
くお願いいたします。



広報かも　No.802　5．4．15　　 3837　　 広報かも　No.802　5．4．15

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
フットサル新潟県大会を優勝したレアル加茂FCクラージュが表敬訪問（3/22）

　JFAバーモントカップ第33回全日本 U-12フットサル選手権
大会新潟県大会でレアル加茂 FCクラージュ（代表：佐藤正直さ
ん）が優勝し、選手・保護者含め38人が藤田市長に表敬訪問
しました。
　佐藤代表はあいさつで「県大会は、選手たちは勝つつもりで
行っているが、代表としては『勝てたら良いな』位に思っていた。
なぜなら相手はどのチームもエリート集団。優勝した選手たち
を誉めてあげたい」と選手たちの努力を称えました。
※レアル加茂FCは、４月から加茂南蒲SCに名称変更しました。

BBCで「KAMO DESIGN LAB」開催（4/1）
　加茂のまちづくりをデザインから考えるワークショップ「KAMODESIGN 
LAB」が BBC（加茂市土産物センター、穀町）で開催されました。KAMO 
DESIGN LAB は、G.F.G.S.（本町）の小柳雄一郎さんが「ゆるく加茂のデ
ザインを考える会があると良い」という思いから、知り合いのデザイナーやク
リエイターの方々と一緒に立ち上げたプラットフォーム（受け皿）です。
　この日の講師は、新発田市出身のソーシャルデザインプロデューサー水島
優さん。参加者は市内外からクリエイターや飲食業など様々な業種から１６名
が参加しました。
　水島さんは、過去にパリで18年住んでいた経験から、フランスと日本の違
い、まちづくりに対する行政のアプローチの仕方の違いや子育て論など、話
の中で様々なテーマが出ました。
　出たテーマで水島さんと参加者が会話をすることで、参加者はそれぞれに
新たな気づきを得られたようです。

　加茂市・田上町消防衛生保育組合と五泉市は３月29日
(水)午後１時に加茂市役所３階会議室で消防相互応援協
定を締結しました。
　昨今、 標高が低く登りやすい低山の登山を楽しむ人が
増えているなか、 登山者が増えれば、 低山とはいえ事故
の増加が予想されます。 この協定は平時から相互に応援
する体制を確立し、 登山だけにとどまらず、 市民のみな
さまの安心安全を守ることが目的です。

五泉市と消防相互応援協定を締結しました（3/29）

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
廃
止

カ　　　モ　　　デ　ザ　イ　ン　　 ラ　ボ

BBCでは、椿油のお土産品を取り扱い始めました。
頭髪のトリートメントや木製品の艶出しにも効果があ
る椿油や、椿の香りかおるせっけんなどもあります。

紙
漉
き
体
験
　

　　参
加
者
募
集

温水プール無料開放

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
　
　
　納
税
証
明
書
廃
止

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　受
講
生
募
集

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

場
　所
　
加
茂
紙
漉
場

日

　時
　
５
月
14
日

（
日
）
、
18
日
（
木
）
、
６
月
18
日

（
日
）
、
20
日
（
火
）
、
22
日

（
木
）
、
24
日
（
土
）
土
日
は
午
前
10

時
か
ら
。
平
日
は
午
前
10
時
か
ら
と
午

後
１
時
30
分
か
ら
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

所
要
時
間
　
１
時
間
〜
２
時
間

対
　象
　
高
校
生
以
上

内
　容
　
Ｂ
５
と
Ａ
３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
紙

各
１
枚
の
紙
漉
き
を
し
ま
す
。

定
　員
　
５
人
※
先
着
順

料
　金
　
１
人
千
500
円

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
で
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の

車
検
を
受
け
る
際
の
納
税
証
明
書
の
提

示
が
原
則
不
要
に
な
る
た
め
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
口
座
振
替
済
通
知
書

兼
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明

書
（
継
続
審
査
用
）
の
送
付
を
廃
止
し

ま
す
。

申
し
込
み
　
民
俗
資
料
館
（
☎
52

－

０

０
８
９
、

　
納
付
情
報
が
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ

る
ま
で
に
最
大
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

口
座
振
替
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
人

は
、
市
役
所
窓
口
で
令
和
４
年
度
納
税

証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
収
税
係
（
☎
内

線
123
）

　
行
動
理
論
の
技
法
の
学
習
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
行
動
に

注
目
し
て
よ
り
よ
い
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

日
　時
　
５
月
12
日
、
26
日
、
６
月
９

日
、
23
日
、
７
月
７
日
、
21
日
の
各
金

曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
　所
　
加
茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
）

参
加
費
　
無
料

定
　員
　
８
人
※
先
着
順

申
し
込
み
　
５
月
10
日（
水
）ま
で
に
加

茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

（
☎
53

－

３
１
９
９
、yasuragi@

日
　時
　
５
月
12
日
〜
６
月
30
日
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
　場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円
※
初
日
に
持
参

対
　象
　
高
校
生
以
上（
経
験
者
も
可
）

定
　員
　
10
人

持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
記
入
し
５
月

５
日
（
金
・
祝
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

　
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
家
族
が
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。

日
　時
　
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
0
2
5

－

2
8
1

－

２
７
８
３
）

　温水プールを無料開放します
日　時　５月５日（金・祝）午前10時
～午後６時
注意事項
▼オムツの取れていないお子さんは
入場不可。
▼未就学児は保護者同伴。
▼プール入場者は水泳帽を着用。
▼ゴーグル、水泳帽の貸出し不可。
▼プール室への飲食物、アクセサ
リー（ピアス、ネックレス等）、浮き
輪、ビーチボール等の持込み不可。
問い合わせ　温水プール（☎53－5101）

m
inzoku@

city.kam
o.

niigata.jp

）

educet01.plala.jp
）
へ
。
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N E W S  T O P I C S
下条分館「昆虫はかせと気楽に茶話会」（3/11）
　3月11日（土）午後2時から、鈴木誠治さん（博士、
昆虫はかせネットワーク代表）を講師に「昆虫はか
せと気楽に茶話会」を開催しました。「2030年には、
絶滅危惧種の名前が言えなくなる（絶滅してしまう）
かもしれない」と鈴木さん。それを何とかしたいの
で、子ども向けに昆虫のお話や体験会をしているそ
うです。参加の親子は，保護者の皆さんも昆虫好き。
みんなで和気あいあいと楽しい茶話会でした。

日赤 健康生活支援員養成講習会（3/19）
　３月18日（土）、19日（日）に日赤の健康生活
支援員養成講習会が、 ゆきつばき荘で行われま
した。
　参加者10人は２日間の座学や体験を通して、 
すこやかな高齢期を過ごすため、 日常生活に必
要な介護や認知症高齢者への対応などについ
て学びました。飲み込み、噛み砕きがしやすいレトルト食品など

講師の話をじっくり聞きメモを取る受講者も

【有料広告】

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し

た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
副
市
長
、
教

育
長
か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

【
文
化
功
労
】

佐
藤
俊
夫
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
宮
寄
上

清
水
芳
美
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
後
須
田

有
本
由
里
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
本
町

【
消
防
功
労
】

近
藤
和
三
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
八
幡

小
柳
昌
影
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
小
乙

小
栁
稔
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
旱
田

更
科
勲
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
青
海
町

関
隆
之
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
八
幡

【
市
行
政
功
労
】

落
合
久
子
　
統
計
調
査
員
と
し
て
二
十

年
以
上
。
高
須
町

荒
井
誠
治
　
中
村
区
長
と
し
て
十
年
以

上
。
中
村

外
石
榮
子
　
陣
ケ
峰
副
区
長
と
し
て
二

十
年
以
上
。
陣
ケ
峰

【
私
財
寄
附
】

福
井
浄
　
加
茂
市
の
教
育
の
た
め
多
額

の
金
員
を
寄
附
。
兵
庫
県

株
式
会
社
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
　
加
茂
市
の
教
育
と
消
防

行
政
の
た
め
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
。

福
島
県

謝辞を述べる外石榮子さん

代表してあいさつする佐藤俊夫さん

令
和
４
年
度
加
茂
市
表
彰
式

講師による実演もありました

特
別
表
彰

【
保
健
衛
生
功
労
】

廣
川
健
介
　
献
血
百
回
以
上
。
幸
町

東
樹
信
市
　
献
血
百
回
以
上
。
番
田

田
浦
鉄
徳
　
献
血
百
回
以
上
。
中
大
谷

近
藤
敏
之
　
献
血
三
百
回
以
上
。
神
明

町鶴
巻
忠
昭
　
献
血
三
百
回
以
上
。
下
土

倉

令
和
４
年
度 

教
育
委
員
会
表
彰

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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N E W S  T O P I C S
フットサル新潟県大会を優勝したレアル加茂FCクラージュが表敬訪問（3/22）

　JFAバーモントカップ第33回全日本 U-12フットサル選手権
大会新潟県大会でレアル加茂 FCクラージュ（代表：佐藤正直さ
ん）が優勝し、選手・保護者含め38人が藤田市長に表敬訪問
しました。
　佐藤代表はあいさつで「県大会は、選手たちは勝つつもりで
行っているが、代表としては『勝てたら良いな』位に思っていた。
なぜなら相手はどのチームもエリート集団。優勝した選手たち
を誉めてあげたい」と選手たちの努力を称えました。
※レアル加茂FCは、４月から加茂南蒲SCに名称変更しました。

BBCで「KAMO DESIGN LAB」開催（4/1）
　加茂のまちづくりをデザインから考えるワークショップ「KAMODESIGN 
LAB」が BBC（加茂市土産物センター、穀町）で開催されました。KAMO 
DESIGN LAB は、G.F.G.S.（本町）の小柳雄一郎さんが「ゆるく加茂のデ
ザインを考える会があると良い」という思いから、知り合いのデザイナーやク
リエイターの方々と一緒に立ち上げたプラットフォーム（受け皿）です。
　この日の講師は、新発田市出身のソーシャルデザインプロデューサー水島
優さん。参加者は市内外からクリエイターや飲食業など様々な業種から１６名
が参加しました。
　水島さんは、過去にパリで18年住んでいた経験から、フランスと日本の違
い、まちづくりに対する行政のアプローチの仕方の違いや子育て論など、話
の中で様々なテーマが出ました。
　出たテーマで水島さんと参加者が会話をすることで、参加者はそれぞれに
新たな気づきを得られたようです。

　加茂市・田上町消防衛生保育組合と五泉市は３月29日
(水)午後１時に加茂市役所３階会議室で消防相互応援協
定を締結しました。
　昨今、 標高が低く登りやすい低山の登山を楽しむ人が
増えているなか、 登山者が増えれば、 低山とはいえ事故
の増加が予想されます。 この協定は平時から相互に応援
する体制を確立し、 登山だけにとどまらず、 市民のみな
さまの安心安全を守ることが目的です。

五泉市と消防相互応援協定を締結しました（3/29）

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
廃
止

カ　　　モ　　　デ　ザ　イ　ン　　 ラ　ボ

BBCでは、椿油のお土産品を取り扱い始めました。
頭髪のトリートメントや木製品の艶出しにも効果があ
る椿油や、椿の香りかおるせっけんなどもあります。

紙
漉
き
体
験
　

　　参
加
者
募
集

温水プール無料開放

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
　
　
　納
税
証
明
書
廃
止

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　受
講
生
募
集

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

場
　所
　
加
茂
紙
漉
場

日

　時
　
５
月
14
日

（
日
）
、
18
日
（
木
）
、
６
月
18
日

（
日
）
、
20
日
（
火
）
、
22
日

（
木
）
、
24
日
（
土
）
土
日
は
午
前
10

時
か
ら
。
平
日
は
午
前
10
時
か
ら
と
午

後
１
時
30
分
か
ら
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

所
要
時
間
　
１
時
間
〜
２
時
間

対
　象
　
高
校
生
以
上

内
　容
　
Ｂ
５
と
Ａ
３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
紙

各
１
枚
の
紙
漉
き
を
し
ま
す
。

定
　員
　
５
人
※
先
着
順

料
　金
　
１
人
千
500
円

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
で
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の

車
検
を
受
け
る
際
の
納
税
証
明
書
の
提

示
が
原
則
不
要
に
な
る
た
め
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
口
座
振
替
済
通
知
書

兼
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明

書
（
継
続
審
査
用
）
の
送
付
を
廃
止
し

ま
す
。

申
し
込
み
　
民
俗
資
料
館
（
☎
52

－

０

０
８
９
、

　
納
付
情
報
が
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ

る
ま
で
に
最
大
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

口
座
振
替
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
人

は
、
市
役
所
窓
口
で
令
和
４
年
度
納
税

証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
収
税
係
（
☎
内

線
123
）

　
行
動
理
論
の
技
法
の
学
習
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
行
動
に

注
目
し
て
よ
り
よ
い
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

日
　時
　
５
月
12
日
、
26
日
、
６
月
９

日
、
23
日
、
７
月
７
日
、
21
日
の
各
金

曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
　所
　
加
茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
）

参
加
費
　
無
料

定
　員
　
８
人
※
先
着
順

申
し
込
み
　
５
月
10
日（
水
）ま
で
に
加

茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

（
☎
53

－

３
１
９
９
、yasuragi@

日
　時
　
５
月
12
日
〜
６
月
30
日
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
　場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円
※
初
日
に
持
参

対
　象
　
高
校
生
以
上（
経
験
者
も
可
）

定
　員
　
10
人

持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
記
入
し
５
月

５
日
（
金
・
祝
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

　
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
家
族
が
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。

日
　時
　
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
0
2
5

－
2
8
1

－

２
７
８
３
）

　温水プールを無料開放します
日　時　５月５日（金・祝）午前10時
～午後６時
注意事項
▼オムツの取れていないお子さんは
入場不可。
▼未就学児は保護者同伴。
▼プール入場者は水泳帽を着用。
▼ゴーグル、水泳帽の貸出し不可。
▼プール室への飲食物、アクセサ
リー（ピアス、ネックレス等）、浮き
輪、ビーチボール等の持込み不可。
問い合わせ　温水プール（☎53－5101）

m
inzoku@

city.kam
o.

niigata.jp

）

educet01.plala.jp

）
へ
。
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
下条分館「昆虫はかせと気楽に茶話会」（3/11）
　3月11日（土）午後2時から、鈴木誠治さん（博士、
昆虫はかせネットワーク代表）を講師に「昆虫はか
せと気楽に茶話会」を開催しました。「2030年には、
絶滅危惧種の名前が言えなくなる（絶滅してしまう）
かもしれない」と鈴木さん。それを何とかしたいの
で、子ども向けに昆虫のお話や体験会をしているそ
うです。参加の親子は，保護者の皆さんも昆虫好き。
みんなで和気あいあいと楽しい茶話会でした。

日赤 健康生活支援員養成講習会（3/19）
　３月18日（土）、19日（日）に日赤の健康生活
支援員養成講習会が、 ゆきつばき荘で行われま
した。
　参加者10人は２日間の座学や体験を通して、 
すこやかな高齢期を過ごすため、 日常生活に必
要な介護や認知症高齢者への対応などについ
て学びました。飲み込み、噛み砕きがしやすいレトルト食品など

講師の話をじっくり聞きメモを取る受講者も

【有料広告】

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し

た
。

　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
副
市
長
、
教

育
長
か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

【
文
化
功
労
】

佐
藤
俊
夫
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
宮
寄
上

清
水
芳
美
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
後
須
田

有
本
由
里
　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
運

営
審
議
員
と
し
て
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
。
本
町

【
消
防
功
労
】

近
藤
和
三
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
八
幡

小
柳
昌
影
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
小
乙

小
栁
稔
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
旱
田

更
科
勲
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
青
海
町

関
隆
之
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
以

上
。
八
幡

【
市
行
政
功
労
】

落
合
久
子
　
統
計
調
査
員
と
し
て
二
十

年
以
上
。
高
須
町

荒
井
誠
治
　
中
村
区
長
と
し
て
十
年
以

上
。
中
村

外
石
榮
子
　
陣
ケ
峰
副
区
長
と
し
て
二

十
年
以
上
。
陣
ケ
峰

【
私
財
寄
附
】

福
井
浄
　
加
茂
市
の
教
育
の
た
め
多
額

の
金
員
を
寄
附
。
兵
庫
県

株
式
会
社
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
　
加
茂
市
の
教
育
と
消
防

行
政
の
た
め
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
。

福
島
県

謝辞を述べる外石榮子さん

代表してあいさつする佐藤俊夫さん

令
和
４
年
度
加
茂
市
表
彰
式

講師による実演もありました

特
別
表
彰

【
保
健
衛
生
功
労
】

廣
川
健
介
　
献
血
百
回
以
上
。
幸
町

東
樹
信
市
　
献
血
百
回
以
上
。
番
田

田
浦
鉄
徳
　
献
血
百
回
以
上
。
中
大
谷

近
藤
敏
之
　
献
血
三
百
回
以
上
。
神
明

町鶴
巻
忠
昭
　
献
血
三
百
回
以
上
。
下
土

倉

令
和
４
年
度 

教
育
委
員
会
表
彰

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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文
化
会
館 

良
寛
展
示
室
再
会

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
児
期
に
開
放
感
の
あ
る
広
い
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育
園
・

幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と
そ
の

保
護
者

開
催
日
　
５
月
22
日
、
６
月
12
日
、
７

月
３
、
24
日
、
８
月
７
、
20
、
28
日
、

９
月
４
、
25
日
、
10
月
16
、
30
日
、
11

月
13
、
27
日
、
12
月
11
、
25
日
、
１
月

14
、
29
日
、
２
月
19
日
、
３
月
４
、
18

日
の
全
20
回
（
８
月
20
日
と
１
月
14
日

以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
20
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１

月
14
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー

デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

軽
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員
　
15
組
（
先
着
順
）※

最
少
催

文
化
会
館

良
寛
展
示
室
再
開

親
子
運
動
教
室

　  

参
加
者
募
集

行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
土
）
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53
ー
２
２
０
６
）
へ
。

　
良
寛
展
示
室
を
利
用

し
た
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
再
開
記
念
展
を
開
催

し
ま
す
。

　「
加
茂
耕
土
社
と
巨
匠
た
ち
」
の 

耕

土
社
は
大
正
12
、
13
年
頃
か
ら
加
茂
農

林
学
校
の
学
生
を
中
心
に
活
動
し
た
洋

画
グ
ル
ー
プ
で
す
。
あ
わ
せ
て
加
茂
市

ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
▼
加
茂
耕
土
社
と
巨

匠
た
ち
／
５
月
24
日
（
水
）
〜
６
月

26
日
（
月
）▼
加
茂
文
化
協
会
会
員
展

／
７
月
５
日
（
水
）
〜
31
日
（
月
）▼

一
般
展
示
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）▼
一
般
展
示
／
８
月
30
日

（
水
）
〜
９
月
11
日
（
月
）▼
良
寛
遺

墨
展
／
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

■
一
般
展
示
公
募

　
良
寛
展
示
室
の
一
般
展
示
を
公
募

し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
初
時
雨
文
化
プ
ロ

モ
ー
ト
展
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）
／
８
月
30
日
（
水
）
〜
９

月
11
日
（
月
）

参
加
料
　
１
期
間
に
つ
き
１
万
円

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
等

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
５
月
15
日
（
月
）
〜
６

月
２
日
（
金
）
に
社
会
教
育
課
（
☎

内
線
461
、℻
53
ー
４
６
５
５
、

sya
kyo@

city.kam
o.niigata.jp

）
へ
。

【有料広告】

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

学
芸
員
募
集

　
市
史
編
さ
ん
室
及
び
民
俗
資
料
館
業

務
の
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
加
茂
市
在
住
の
学
芸
員
資
格

取
得
者
。

報
　酬
　
月
額
15
万
677
円※

期
末
手
当

の
支
給
あ
り

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

選
　考
　
書
類
選
考
後
、面
接
試
験（
面

接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

採
用
時
期
　
令
和
５
年
５
月
15
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
８
日
ま
で
に
社
会

教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

自
宅
療
養
者
へ
の

　食
糧
支
援
終
了

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

が
ん
患
者
の
治
療
と

　
　社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト

乳
が
ん
医
療
機
関
検
診

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
自
宅
療
養

を
す
る
人
へ
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
等
と
同
様
の
５

類
感
染
症
と
な
る
こ
と
か
ら
、
食
糧
支

援
の
受
付
を
５
月
２
日
（
火
）
受
付
分

で
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
調
理
の
基
本
な
ど

家
庭
で
活
か
せ
る
知
識
を
楽
し
く
学
べ

る
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
教
室
修

了
後
は
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
域

の
「
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
毎

回
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
５
月
24
日
、
６
月
７
日
、

21
日
、
７
月
５
日
、
７
月
19
日
、
８
月

２
日
（
全
６
回
）
い
ず
れ
も
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
　場
　
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　❶
20
歳
以
上
の
加
茂
市
民

❷
全
６
回
全
て
の
日
程
に
参
加
可
能

で
、
教
室
修
了
後
に
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

定
　員
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
含
む

千
300
円
、
調
理
実
習
材
料
代
400
円
程
度

申
し
込
み
　
５
月
10
日
（
水
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線

166
）
へ
。

　
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
医
療

機
関
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
希
望

の
人
は
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
　時
　
６
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
31

日
（
火
）

※
検
診
１
日
当
た
り
の
定
員
は
２
人
で

す
（
先
着
順
）
。

会
　場
　
済
生
会
三
条
病
院
（
三
条
市

大
野
畑
６
）

対
象
者
　
昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
女
性

※
隔
年
受
診
で
す
。
昨
年
市
の
乳
が
ん

検
診
受
診
者
は
不
可
。

検
診
料
　
各
千
400
円
（
70
歳
以
上
は

無
料
）

　
が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
に

悩
み
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の
方
に
対

し
、
補
整
具
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
補
整
具
　
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
、
乳
房
補
整
具

※
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
額
　
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
円
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

日
　時
　
５
月
13
日
（
土
）
午
前
８
〜

10
時

場
　所
　
公
民
館
創
作
室
、加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
会
員
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
（
持
っ

て
い
る
人
）

対
　象
　
市
内
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味

の
あ
る
人

申
し
込
み
　
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

自然ふれあい
教室探鳥会

月 日 休日当番医 ☎
4／23（日） 田上診療所 ５７－５０１５
29（土・祝） さくらクリニック ５２－９５１１
30（日） 監物小児科医院 ５２－０８００

5／3（水・祝） いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０
4（木・祝） ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
5（金・祝） 堀内医院 ５２－０９５３
7（日） みながわ整形外科 ５３－３８７７
14（日） 徳友医院 ５３－０１６７
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
フットサル新潟県大会を優勝したレアル加茂FCクラージュが表敬訪問（3/22）

　JFAバーモントカップ第33回全日本 U-12フットサル選手権
大会新潟県大会でレアル加茂 FCクラージュ（代表：佐藤正直さ
ん）が優勝し、選手・保護者含め38人が藤田市長に表敬訪問
しました。
　佐藤代表はあいさつで「県大会は、選手たちは勝つつもりで
行っているが、代表としては『勝てたら良いな』位に思っていた。
なぜなら相手はどのチームもエリート集団。優勝した選手たち
を誉めてあげたい」と選手たちの努力を称えました。
※レアル加茂FCは、４月から加茂南蒲SCに名称変更しました。

BBCで「KAMO DESIGN LAB」開催（4/1）
　加茂のまちづくりをデザインから考えるワークショップ「KAMODESIGN 
LAB」が BBC（加茂市土産物センター、穀町）で開催されました。KAMO 
DESIGN LAB は、G.F.G.S.（本町）の小柳雄一郎さんが「ゆるく加茂のデ
ザインを考える会があると良い」という思いから、知り合いのデザイナーやク
リエイターの方々と一緒に立ち上げたプラットフォーム（受け皿）です。
　この日の講師は、新発田市出身のソーシャルデザインプロデューサー水島
優さん。参加者は市内外からクリエイターや飲食業など様々な業種から１６名
が参加しました。
　水島さんは、過去にパリで18年住んでいた経験から、フランスと日本の違
い、まちづくりに対する行政のアプローチの仕方の違いや子育て論など、話
の中で様々なテーマが出ました。
　出たテーマで水島さんと参加者が会話をすることで、参加者はそれぞれに
新たな気づきを得られたようです。

　加茂市・田上町消防衛生保育組合と五泉市は３月29日
(水)午後１時に加茂市役所３階会議室で消防相互応援協
定を締結しました。
　昨今、 標高が低く登りやすい低山の登山を楽しむ人が
増えているなか、 登山者が増えれば、 低山とはいえ事故
の増加が予想されます。 この協定は平時から相互に応援
する体制を確立し、 登山だけにとどまらず、 市民のみな
さまの安心安全を守ることが目的です。

五泉市と消防相互応援協定を締結しました（3/29）

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
廃
止

カ　　　モ　　　デ　ザ　イ　ン　　 ラ　ボ

BBCでは、椿油のお土産品を取り扱い始めました。
頭髪のトリートメントや木製品の艶出しにも効果があ
る椿油や、椿の香りかおるせっけんなどもあります。

紙
漉
き
体
験
　

　　参
加
者
募
集

温水プール無料開放

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
　
　
　納
税
証
明
書
廃
止

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　受
講
生
募
集

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

場
　所
　
加
茂
紙
漉
場

日

　時
　
５
月
14
日

（
日
）
、
18
日
（
木
）
、
６
月
18
日

（
日
）
、
20
日
（
火
）
、
22
日

（
木
）
、
24
日
（
土
）
土
日
は
午
前
10

時
か
ら
。
平
日
は
午
前
10
時
か
ら
と
午

後
１
時
30
分
か
ら
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

所
要
時
間
　
１
時
間
〜
２
時
間

対
　象
　
高
校
生
以
上

内
　容
　
Ｂ
５
と
Ａ
３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
紙

各
１
枚
の
紙
漉
き
を
し
ま
す
。

定
　員
　
５
人
※
先
着
順

料
　金
　
１
人
千
500
円

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
で
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の

車
検
を
受
け
る
際
の
納
税
証
明
書
の
提

示
が
原
則
不
要
に
な
る
た
め
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
口
座
振
替
済
通
知
書

兼
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明

書
（
継
続
審
査
用
）
の
送
付
を
廃
止
し

ま
す
。

申
し
込
み
　
民
俗
資
料
館
（
☎
52

－

０

０
８
９
、

　
納
付
情
報
が
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ

る
ま
で
に
最
大
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

口
座
振
替
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
人

は
、
市
役
所
窓
口
で
令
和
４
年
度
納
税

証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
収
税
係
（
☎
内

線
123
）

　
行
動
理
論
の
技
法
の
学
習
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
行
動
に

注
目
し
て
よ
り
よ
い
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

日
　時
　
５
月
12
日
、
26
日
、
６
月
９

日
、
23
日
、
７
月
７
日
、
21
日
の
各
金

曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
　所
　
加
茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
）

参
加
費
　
無
料

定
　員
　
８
人
※
先
着
順

申
し
込
み
　
５
月
10
日（
水
）ま
で
に
加

茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

（
☎
53

－

３
１
９
９
、yasuragi@

日
　時
　
５
月
12
日
〜
６
月
30
日
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
　場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円
※
初
日
に
持
参

対
　象
　
高
校
生
以
上（
経
験
者
も
可
）

定
　員
　
10
人

持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
記
入
し
５
月

５
日
（
金
・
祝
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

　
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
家
族
が
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。

日
　時
　
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
0
2
5

－

2
8
1

－

２
７
８
３
）

　温水プールを無料開放します
日　時　５月５日（金・祝）午前10時
～午後６時
注意事項
▼オムツの取れていないお子さんは
入場不可。
▼未就学児は保護者同伴。
▼プール入場者は水泳帽を着用。
▼ゴーグル、水泳帽の貸出し不可。
▼プール室への飲食物、アクセサ
リー（ピアス、ネックレス等）、浮き
輪、ビーチボール等の持込み不可。
問い合わせ　温水プール（☎53－5101）

m
inzoku@

city.kam
o.

niigata.jp

）

educet01.plala.jp
）
へ
。
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文
化
会
館 

良
寛
展
示
室
再
会

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
児
期
に
開
放
感
の
あ
る
広
い
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育
園
・

幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と
そ
の

保
護
者

開
催
日
　
５
月
22
日
、
６
月
12
日
、
７

月
３
、
24
日
、
８
月
７
、
20
、
28
日
、

９
月
４
、
25
日
、
10
月
16
、
30
日
、
11

月
13
、
27
日
、
12
月
11
、
25
日
、
１
月

14
、
29
日
、
２
月
19
日
、
３
月
４
、
18

日
の
全
20
回
（
８
月
20
日
と
１
月
14
日

以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
20
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１

月
14
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー

デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

軽
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員
　
15
組
（
先
着
順
）※

最
少
催

文
化
会
館

良
寛
展
示
室
再
開

親
子
運
動
教
室

　  
参
加
者
募
集

行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
土
）
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53
ー
２
２
０
６
）
へ
。

　
良
寛
展
示
室
を
利
用

し
た
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
再
開
記
念
展
を
開
催

し
ま
す
。

　「
加
茂
耕
土
社
と
巨
匠
た
ち
」
の 

耕

土
社
は
大
正
12
、
13
年
頃
か
ら
加
茂
農

林
学
校
の
学
生
を
中
心
に
活
動
し
た
洋

画
グ
ル
ー
プ
で
す
。
あ
わ
せ
て
加
茂
市

ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
▼
加
茂
耕
土
社
と
巨

匠
た
ち
／
５
月
24
日
（
水
）
〜
６
月

26
日
（
月
）▼
加
茂
文
化
協
会
会
員
展

／
７
月
５
日
（
水
）
〜
31
日
（
月
）▼

一
般
展
示
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）▼
一
般
展
示
／
８
月
30
日

（
水
）
〜
９
月
11
日
（
月
）▼
良
寛
遺

墨
展
／
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

■
一
般
展
示
公
募

　
良
寛
展
示
室
の
一
般
展
示
を
公
募

し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
初
時
雨
文
化
プ
ロ

モ
ー
ト
展
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）
／
８
月
30
日
（
水
）
〜
９

月
11
日
（
月
）

参
加
料
　
１
期
間
に
つ
き
１
万
円

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
等

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
５
月
15
日
（
月
）
〜
６

月
２
日
（
金
）
に
社
会
教
育
課
（
☎

内
線
461
、℻
53
ー
４
６
５
５
、

sya
kyo@

city.kam
o.niigata.jp

）
へ
。

【有料広告】

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

学
芸
員
募
集

　
市
史
編
さ
ん
室
及
び
民
俗
資
料
館
業

務
の
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
加
茂
市
在
住
の
学
芸
員
資
格

取
得
者
。

報
　酬
　
月
額
15
万
677
円※

期
末
手
当

の
支
給
あ
り

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

選
　考
　
書
類
選
考
後
、面
接
試
験（
面

接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

採
用
時
期
　
令
和
５
年
５
月
15
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
８
日
ま
で
に
社
会

教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

自
宅
療
養
者
へ
の

　食
糧
支
援
終
了

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

が
ん
患
者
の
治
療
と

　
　社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト

乳
が
ん
医
療
機
関
検
診

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
自
宅
療
養

を
す
る
人
へ
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
等
と
同
様
の
５

類
感
染
症
と
な
る
こ
と
か
ら
、
食
糧
支

援
の
受
付
を
５
月
２
日
（
火
）
受
付
分

で
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
調
理
の
基
本
な
ど

家
庭
で
活
か
せ
る
知
識
を
楽
し
く
学
べ

る
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
教
室
修

了
後
は
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
域

の
「
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
毎

回
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
５
月
24
日
、
６
月
７
日
、

21
日
、
７
月
５
日
、
７
月
19
日
、
８
月

２
日
（
全
６
回
）
い
ず
れ
も
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
　場
　
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　❶
20
歳
以
上
の
加
茂
市
民

❷
全
６
回
全
て
の
日
程
に
参
加
可
能

で
、
教
室
修
了
後
に
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

定
　員
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
含
む

千
300
円
、
調
理
実
習
材
料
代
400
円
程
度

申
し
込
み
　
５
月
10
日
（
水
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線

166
）
へ
。

　
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
医
療

機
関
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
希
望

の
人
は
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
　時
　
６
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
31

日
（
火
）

※
検
診
１
日
当
た
り
の
定
員
は
２
人
で

す
（
先
着
順
）
。

会
　場
　
済
生
会
三
条
病
院
（
三
条
市

大
野
畑
６
）

対
象
者
　
昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
女
性

※
隔
年
受
診
で
す
。
昨
年
市
の
乳
が
ん

検
診
受
診
者
は
不
可
。

検
診
料
　
各
千
400
円
（
70
歳
以
上
は

無
料
）

　
が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
に

悩
み
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の
方
に
対

し
、
補
整
具
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
補
整
具
　
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
、
乳
房
補
整
具

※
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
額
　
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
円
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

日
　時
　
５
月
13
日
（
土
）
午
前
８
〜

10
時

場
　所
　
公
民
館
創
作
室
、加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
会
員
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
（
持
っ

て
い
る
人
）

対
　象
　
市
内
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味

の
あ
る
人

申
し
込
み
　
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

自然ふれあい
教室探鳥会

月 日 休日当番医 ☎
4／23（日） 田上診療所 ５７－５０１５
29（土・祝） さくらクリニック ５２－９５１１
30（日） 監物小児科医院 ５２－０８００

5／3（水・祝） いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０
4（木・祝） ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
5（金・祝） 堀内医院 ５２－０９５３
7（日） みながわ整形外科 ５３－３８７７
14（日） 徳友医院 ５３－０１６７
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
フットサル新潟県大会を優勝したレアル加茂FCクラージュが表敬訪問（3/22）

　JFAバーモントカップ第33回全日本 U-12フットサル選手権
大会新潟県大会でレアル加茂 FCクラージュ（代表：佐藤正直さ
ん）が優勝し、選手・保護者含め38人が藤田市長に表敬訪問
しました。
　佐藤代表はあいさつで「県大会は、選手たちは勝つつもりで
行っているが、代表としては『勝てたら良いな』位に思っていた。
なぜなら相手はどのチームもエリート集団。優勝した選手たち
を誉めてあげたい」と選手たちの努力を称えました。
※レアル加茂FCは、４月から加茂南蒲SCに名称変更しました。

BBCで「KAMO DESIGN LAB」開催（4/1）
　加茂のまちづくりをデザインから考えるワークショップ「KAMODESIGN 
LAB」が BBC（加茂市土産物センター、穀町）で開催されました。KAMO 
DESIGN LAB は、G.F.G.S.（本町）の小柳雄一郎さんが「ゆるく加茂のデ
ザインを考える会があると良い」という思いから、知り合いのデザイナーやク
リエイターの方々と一緒に立ち上げたプラットフォーム（受け皿）です。
　この日の講師は、新発田市出身のソーシャルデザインプロデューサー水島
優さん。参加者は市内外からクリエイターや飲食業など様々な業種から１６名
が参加しました。
　水島さんは、過去にパリで18年住んでいた経験から、フランスと日本の違
い、まちづくりに対する行政のアプローチの仕方の違いや子育て論など、話
の中で様々なテーマが出ました。
　出たテーマで水島さんと参加者が会話をすることで、参加者はそれぞれに
新たな気づきを得られたようです。

　加茂市・田上町消防衛生保育組合と五泉市は３月29日
(水)午後１時に加茂市役所３階会議室で消防相互応援協
定を締結しました。
　昨今、 標高が低く登りやすい低山の登山を楽しむ人が
増えているなか、 登山者が増えれば、 低山とはいえ事故
の増加が予想されます。 この協定は平時から相互に応援
する体制を確立し、 登山だけにとどまらず、 市民のみな
さまの安心安全を守ることが目的です。

五泉市と消防相互応援協定を締結しました（3/29）

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
廃
止

カ　　　モ　　　デ　ザ　イ　ン　　 ラ　ボ

BBCでは、椿油のお土産品を取り扱い始めました。
頭髪のトリートメントや木製品の艶出しにも効果があ
る椿油や、椿の香りかおるせっけんなどもあります。

紙
漉
き
体
験
　

　　参
加
者
募
集

温水プール無料開放

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
　
　
　納
税
証
明
書
廃
止

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　受
講
生
募
集

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

場
　所
　
加
茂
紙
漉
場

日

　時
　
５
月
14
日

（
日
）
、
18
日
（
木
）
、
６
月
18
日

（
日
）
、
20
日
（
火
）
、
22
日

（
木
）
、
24
日
（
土
）
土
日
は
午
前
10

時
か
ら
。
平
日
は
午
前
10
時
か
ら
と
午

後
１
時
30
分
か
ら
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

所
要
時
間
　
１
時
間
〜
２
時
間

対
　象
　
高
校
生
以
上

内
　容
　
Ｂ
５
と
Ａ
３
ノ
ビ
サ
イ
ズ
紙

各
１
枚
の
紙
漉
き
を
し
ま
す
。

定
　員
　
５
人
※
先
着
順

料
　金
　
１
人
千
500
円

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
で
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の

車
検
を
受
け
る
際
の
納
税
証
明
書
の
提

示
が
原
則
不
要
に
な
る
た
め
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
口
座
振
替
済
通
知
書

兼
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明

書
（
継
続
審
査
用
）
の
送
付
を
廃
止
し

ま
す
。

申
し
込
み
　
民
俗
資
料
館
（
☎
52

－

０

０
８
９
、

　
納
付
情
報
が
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ

る
ま
で
に
最
大
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

口
座
振
替
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
人

は
、
市
役
所
窓
口
で
令
和
４
年
度
納
税

証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
収
税
係
（
☎
内

線
123
）

　
行
動
理
論
の
技
法
の
学
習
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
行
動
に

注
目
し
て
よ
り
よ
い
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

日
　時
　
５
月
12
日
、
26
日
、
６
月
９

日
、
23
日
、
７
月
７
日
、
21
日
の
各
金

曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
　所
　
加
茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
）

参
加
費
　
無
料

定
　員
　
８
人
※
先
着
順

申
し
込
み
　
５
月
10
日（
水
）ま
で
に
加

茂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

（
☎
53

－

３
１
９
９
、yasuragi@

日
　時
　
５
月
12
日
〜
６
月
30
日
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
　場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円
※
初
日
に
持
参

対
　象
　
高
校
生
以
上（
経
験
者
も
可
）

定
　員
　
10
人

持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
記
入
し
５
月

５
日
（
金
・
祝
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

　
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
家
族
が
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。

日
　時
　
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
0
2
5

－
2
8
1

－

２
７
８
３
）

　温水プールを無料開放します
日　時　５月５日（金・祝）午前10時
～午後６時
注意事項
▼オムツの取れていないお子さんは
入場不可。
▼未就学児は保護者同伴。
▼プール入場者は水泳帽を着用。
▼ゴーグル、水泳帽の貸出し不可。
▼プール室への飲食物、アクセサ
リー（ピアス、ネックレス等）、浮き
輪、ビーチボール等の持込み不可。
問い合わせ　温水プール（☎53－5101）

m
inzoku@

city.kam
o.

niigata.jp

）

educet01.plala.jp

）
へ
。
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伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

県
議
会
議
員
投
票
結
果

　
次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
伝
統
文

化
を
体
験
し
、
修
得
で
き
る
よ
う
開
催

し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室

　
「
加
茂
松
坂
」
の
唄
、
囃
子
、
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
、
踊
り
を
習
得
し
ま

す
。
習
熟
者
は
「
加
茂
小
唄
」
の
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
し
ま
す
。

日
　時
　
第
２
、
４
土
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
　場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室

　
伝
統
的
な
楽
器
、
箏
、
三
味
線
（
地

歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。
わ
ら
べ

唄
、日
本
の
名
曲
、童
謡
、ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲
を
学
び
ま
す
。

日
　時
　
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
ま
た
は
、
日
曜
日
の
午
後
か

ら
夕
方
（
月
２
回
程
度
、
年
間
30
回
）

会
　場
　
加
茂
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

二
十
歳
を
祝
う
会
の
入
場

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
　
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
用
が
あ
り
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室

　
茶
道
の
体
験
を
通
じ
て
、
茶
道
の
お

も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。

日

　時
　
土
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
〜
11
時（
月
２
回
）

会

　場
　
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
和
室

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
15
人
程
度

講
　師
　
加
茂
心
茶
会

※

抹
茶
・
菓
子
代
１
回
に
つ
き
500
円

　
会
場
は
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
保
護
者
も
入
場
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

国民健康保険税率等の変更～資産割の廃止、均等割・平等割額の変更等～
　令和５年度から加茂市の国民健康保険税率等を改正します。納税通知書は世帯主宛に7月中旬に発
送します。納期は7月から翌年3月までの9回です。
※所得割は前年中の所得から43万円を控除した基礎額に割合を乗じて算出します。
※所得基準に基づく軽減制度があります（申請不要）
※未就学児の均等割額は5割軽減されます（申請不要）
問い合わせ　国民健康保険税について　税務課民税係（☎内線125）　
　　　　　　国民健康保険制度について　健康福祉課保険医療係（☎内線161）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
所得割 7.40% 7.40% 2.10% 2.10% 2.45% 2.45%
資産割 19.78% － 7.80% － － －
均等割（1人あたり）
平等割（1世帯あたり）

29,400円 22,000円 9,600円 12,000円 13,420円 13,000円
20,600円 16,000円 5,400円 － － －

賦課限度額 65万円 65万円 20万円 22万円 17万円 17万円

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
（40～64歳のみ）

お願い　七谷コミセンは、4月23日（日）に統一地方選挙の投票所になるため利用できません。
ご了承ください。　問い合わせ　健康福祉課（☎内線173）

加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集

児
童
支
援
員
募
集

第
66
回
粟
ケ
岳
山
開
き

　
今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
２
か
年

で
、都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と
な

る「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
作
成
し
ま
す
。策
定
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
」を
設
置
す
る
と
共
に
、市
民

の
中
か
ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

任
　期
　
令
和
５
年
７
月
１
日
〜
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
完
了
日

（
令
和
７
年
３
月
31
日
予
定
）

参
集
回
数
　
年
４
回
程
度
（
予
定
）

報
　酬
　
委
員
会
１
回
出
席
に
つ
き
５

千
円※

別
途
交
通
費
支
給

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
で

都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
。
委
嘱
期
間
中
、
平
日

日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ

し
、
常
勤
の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を

除
く
。

選
考
方
法
　
委
員
構
成
を
考
慮
の
上
、

応
募
動
機
・
問
題
意
識
の
高
さ
、
現
状

分
析
力
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
建

設
課
都
市
計
画
係
（
☎
内
線
214
、

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
保
育
士
資
格
取
得
者
。
児
童

支
援
員
資
格
取
得
者
を
優
先
し
ま
す
。

勤
務
先
　
石
川
児
童
ク
ラ
ブ
（
石
川
小

学
校
内
）

勤
務
時
間
　
１
日
５
時
間
程
度
（
放
課

後
〜
19
時
ま
で
）、
月
２
回
程
度
土
曜

日
勤
務
有

　
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
水
源
地

ま
で
無
料
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

報
　酬
　
月
額
14
万
６
千
967
円

選
　考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
６
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
保
育
士
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
付
し
、
４
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

な
お
、
登
山
参
加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ

が
贈
ら
れ
ま
す
。

日
　時
　
４
月
29
日
（
土
・
祝
）

※

神
事
は
午
前
７
時
30
分
頃
か
ら
中
央

登
山
道
登
り
口
付
近
で
実
施

無
料
臨
時
バ
ス

行
き
　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
午
前
６
時
55
分
発

帰
り
　
水
源
地
午
後
３
時
30
分
発

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
加
茂
山
岳
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

kensetsu@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

※

申
込
書
は
建
設
課
窓
口
に
あ
る
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県議会議員選挙　投票結果
加茂市投票率 50.99%

（加茂市南蒲原郡選挙区 49.88%）
　令和５年４月９日執行の新潟県議会議員一般選
挙の選挙結果は次のとおりです。
問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線623）

候補者別得票数（得票順）

【加茂市選挙結果】

候補者名

選挙当日
有権者数
投票者数
棄権者数
投 票 率
投票総数
有効投票
無効投票

男10,611 人

男 5,477 人
男 5,134 人
男 51.62％

女11,282 人

女 5,687 人
女 5,595 人

11,162 票
11,012 票
150票
2票

女 50.41％

計21,893 人

計11,164 人
計10,729 人
計 50.99％

加茂市計 選挙区計

ほさか　裕 一
6,125 票
4,887 票

8,436 票
7,074 票

大 平　一 貴

投票用紙
持ち帰り

広報かも　No.802　5．4．15　　 4039　　 広報かも　No.802　5．4．15

文
化
会
館 

良
寛
展
示
室
再
会

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
児
期
に
開
放
感
の
あ
る
広
い
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育
園
・

幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と
そ
の

保
護
者

開
催
日
　
５
月
22
日
、
６
月
12
日
、
７

月
３
、
24
日
、
８
月
７
、
20
、
28
日
、

９
月
４
、
25
日
、
10
月
16
、
30
日
、
11

月
13
、
27
日
、
12
月
11
、
25
日
、
１
月

14
、
29
日
、
２
月
19
日
、
３
月
４
、
18

日
の
全
20
回
（
８
月
20
日
と
１
月
14
日

以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
20
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１

月
14
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー

デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

軽
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員
　
15
組
（
先
着
順
）※

最
少
催

文
化
会
館

良
寛
展
示
室
再
開

親
子
運
動
教
室

　  

参
加
者
募
集

行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
土
）
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53
ー
２
２
０
６
）
へ
。

　
良
寛
展
示
室
を
利
用

し
た
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
再
開
記
念
展
を
開
催

し
ま
す
。

　「
加
茂
耕
土
社
と
巨
匠
た
ち
」
の 

耕

土
社
は
大
正
12
、
13
年
頃
か
ら
加
茂
農

林
学
校
の
学
生
を
中
心
に
活
動
し
た
洋

画
グ
ル
ー
プ
で
す
。
あ
わ
せ
て
加
茂
市

ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
▼
加
茂
耕
土
社
と
巨

匠
た
ち
／
５
月
24
日
（
水
）
〜
６
月

26
日
（
月
）▼
加
茂
文
化
協
会
会
員
展

／
７
月
５
日
（
水
）
〜
31
日
（
月
）▼

一
般
展
示
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）▼
一
般
展
示
／
８
月
30
日

（
水
）
〜
９
月
11
日
（
月
）▼
良
寛
遺

墨
展
／
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

■
一
般
展
示
公
募

　
良
寛
展
示
室
の
一
般
展
示
を
公
募

し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
初
時
雨
文
化
プ
ロ

モ
ー
ト
展
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）
／
８
月
30
日
（
水
）
〜
９

月
11
日
（
月
）

参
加
料
　
１
期
間
に
つ
き
１
万
円

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
等

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
５
月
15
日
（
月
）
〜
６

月
２
日
（
金
）
に
社
会
教
育
課
（
☎

内
線
461
、℻
53
ー
４
６
５
５
、

sya
kyo@

city.kam
o.niigata.jp

）
へ
。

【有料広告】

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

学
芸
員
募
集

　
市
史
編
さ
ん
室
及
び
民
俗
資
料
館
業

務
の
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
加
茂
市
在
住
の
学
芸
員
資
格

取
得
者
。

報
　酬
　
月
額
15
万
677
円※

期
末
手
当

の
支
給
あ
り

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

選
　考
　
書
類
選
考
後
、面
接
試
験（
面

接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

採
用
時
期
　
令
和
５
年
５
月
15
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
８
日
ま
で
に
社
会

教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

自
宅
療
養
者
へ
の

　食
糧
支
援
終
了

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

が
ん
患
者
の
治
療
と

　
　社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト

乳
が
ん
医
療
機
関
検
診

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
自
宅
療
養

を
す
る
人
へ
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
等
と
同
様
の
５

類
感
染
症
と
な
る
こ
と
か
ら
、
食
糧
支

援
の
受
付
を
５
月
２
日
（
火
）
受
付
分

で
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
調
理
の
基
本
な
ど

家
庭
で
活
か
せ
る
知
識
を
楽
し
く
学
べ

る
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
教
室
修

了
後
は
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
域

の
「
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
毎

回
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
５
月
24
日
、
６
月
７
日
、

21
日
、
７
月
５
日
、
７
月
19
日
、
８
月

２
日
（
全
６
回
）
い
ず
れ
も
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
　場
　
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　❶
20
歳
以
上
の
加
茂
市
民

❷
全
６
回
全
て
の
日
程
に
参
加
可
能

で
、
教
室
修
了
後
に
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

定
　員
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
含
む

千
300
円
、
調
理
実
習
材
料
代
400
円
程
度

申
し
込
み
　
５
月
10
日
（
水
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線

166
）
へ
。

　
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
医
療

機
関
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
希
望

の
人
は
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
　時
　
６
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
31

日
（
火
）

※
検
診
１
日
当
た
り
の
定
員
は
２
人
で

す
（
先
着
順
）
。

会
　場
　
済
生
会
三
条
病
院
（
三
条
市

大
野
畑
６
）

対
象
者
　
昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
女
性

※
隔
年
受
診
で
す
。
昨
年
市
の
乳
が
ん

検
診
受
診
者
は
不
可
。

検
診
料
　
各
千
400
円
（
70
歳
以
上
は

無
料
）

　
が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
に

悩
み
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の
方
に
対

し
、
補
整
具
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
補
整
具
　
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
、
乳
房
補
整
具

※
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
額
　
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
円
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

日
　時
　
５
月
13
日
（
土
）
午
前
８
〜

10
時

場
　所
　
公
民
館
創
作
室
、加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
会
員
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
（
持
っ

て
い
る
人
）

対
　象
　
市
内
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味

の
あ
る
人

申
し
込
み
　
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

自然ふれあい
教室探鳥会

月 日 休日当番医 ☎
4／23（日） 田上診療所 ５７－５０１５
29（土・祝） さくらクリニック ５２－９５１１
30（日） 監物小児科医院 ５２－０８００

5／3（水・祝） いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０
4（木・祝） ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
5（金・祝） 堀内医院 ５２－０９５３
7（日） みながわ整形外科 ５３－３８７７
14（日） 徳友医院 ５３－０１６７
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伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

県
議
会
議
員
投
票
結
果

　
次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
伝
統
文

化
を
体
験
し
、
修
得
で
き
る
よ
う
開
催

し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室

　
「
加
茂
松
坂
」
の
唄
、
囃
子
、
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
、
踊
り
を
習
得
し
ま

す
。
習
熟
者
は
「
加
茂
小
唄
」
の
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
し
ま
す
。

日
　時
　
第
２
、
４
土
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
　場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室

　
伝
統
的
な
楽
器
、
箏
、
三
味
線
（
地

歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。
わ
ら
べ

唄
、日
本
の
名
曲
、童
謡
、ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲
を
学
び
ま
す
。

日
　時
　
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
ま
た
は
、
日
曜
日
の
午
後
か

ら
夕
方
（
月
２
回
程
度
、
年
間
30
回
）

会
　場
　
加
茂
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

二
十
歳
を
祝
う
会
の
入
場

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
　
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
用
が
あ
り
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室

　
茶
道
の
体
験
を
通
じ
て
、
茶
道
の
お

も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。

日

　時
　
土
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
〜
11
時（
月
２
回
）

会

　場
　
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
和
室

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
15
人
程
度

講
　師
　
加
茂
心
茶
会

※

抹
茶
・
菓
子
代
１
回
に
つ
き
500
円

　
会
場
は
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
保
護
者
も
入
場
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

国民健康保険税率等の変更～資産割の廃止、均等割・平等割額の変更等～
　令和５年度から加茂市の国民健康保険税率等を改正します。納税通知書は世帯主宛に7月中旬に発
送します。納期は7月から翌年3月までの9回です。
※所得割は前年中の所得から43万円を控除した基礎額に割合を乗じて算出します。
※所得基準に基づく軽減制度があります（申請不要）
※未就学児の均等割額は5割軽減されます（申請不要）
問い合わせ　国民健康保険税について　税務課民税係（☎内線125）　
　　　　　　国民健康保険制度について　健康福祉課保険医療係（☎内線161）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
所得割 7.40% 7.40% 2.10% 2.10% 2.45% 2.45%
資産割 19.78% － 7.80% － － －
均等割（1人あたり）
平等割（1世帯あたり）

29,400円 22,000円 9,600円 12,000円 13,420円 13,000円
20,600円 16,000円 5,400円 － － －

賦課限度額 65万円 65万円 20万円 22万円 17万円 17万円

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
（40～64歳のみ）

お願い　七谷コミセンは、4月23日（日）に統一地方選挙の投票所になるため利用できません。
ご了承ください。　問い合わせ　健康福祉課（☎内線173）

加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集

児
童
支
援
員
募
集

第
66
回
粟
ケ
岳
山
開
き

　
今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
２
か
年

で
、都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と
な

る「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
作
成
し
ま
す
。策
定
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
」を
設
置
す
る
と
共
に
、市
民

の
中
か
ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

任
　期
　
令
和
５
年
７
月
１
日
〜
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
完
了
日

（
令
和
７
年
３
月
31
日
予
定
）

参
集
回
数
　
年
４
回
程
度
（
予
定
）

報
　酬
　
委
員
会
１
回
出
席
に
つ
き
５

千
円※

別
途
交
通
費
支
給

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
で

都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
。
委
嘱
期
間
中
、
平
日

日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ

し
、
常
勤
の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を

除
く
。

選
考
方
法
　
委
員
構
成
を
考
慮
の
上
、

応
募
動
機
・
問
題
意
識
の
高
さ
、
現
状

分
析
力
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
建

設
課
都
市
計
画
係
（
☎
内
線
214
、

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
保
育
士
資
格
取
得
者
。
児
童

支
援
員
資
格
取
得
者
を
優
先
し
ま
す
。

勤
務
先
　
石
川
児
童
ク
ラ
ブ
（
石
川
小

学
校
内
）

勤
務
時
間
　
１
日
５
時
間
程
度
（
放
課

後
〜
19
時
ま
で
）、
月
２
回
程
度
土
曜

日
勤
務
有

　
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
水
源
地

ま
で
無
料
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

報
　酬
　
月
額
14
万
６
千
967
円

選
　考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
６
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
保
育
士
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
付
し
、
４
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

な
お
、
登
山
参
加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ

が
贈
ら
れ
ま
す
。

日
　時
　
４
月
29
日
（
土
・
祝
）

※

神
事
は
午
前
７
時
30
分
頃
か
ら
中
央

登
山
道
登
り
口
付
近
で
実
施

無
料
臨
時
バ
ス

行
き
　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
午
前
６
時
55
分
発

帰
り
　
水
源
地
午
後
３
時
30
分
発

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
加
茂
山
岳
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

kensetsu@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

※

申
込
書
は
建
設
課
窓
口
に
あ
る
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県議会議員選挙　投票結果
加茂市投票率 50.99%

（加茂市南蒲原郡選挙区 49.88%）
　令和５年４月９日執行の新潟県議会議員一般選
挙の選挙結果は次のとおりです。
問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線623）

候補者別得票数（得票順）

【加茂市選挙結果】

候補者名

選挙当日
有権者数
投票者数
棄権者数
投 票 率
投票総数
有効投票
無効投票

男10,611 人

男 5,477 人
男 5,134 人
男 51.62％

女11,282 人

女 5,687 人
女 5,595 人

11,162 票
11,012 票
150票
2票

女 50.41％

計21,893 人

計11,164 人
計10,729 人
計 50.99％

加茂市計 選挙区計

ほさか　裕 一
6,125 票
4,887 票

8,436 票
7,074 票

大 平　一 貴

投票用紙
持ち帰り
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文
化
会
館 

良
寛
展
示
室
再
会

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
児
期
に
開
放
感
の
あ
る
広
い
空
間
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
の
で

協
調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
園
（
保
育
園
・

幼
稚
園
）
の
年
長
児
・
年
中
児
と
そ
の

保
護
者

開
催
日
　
５
月
22
日
、
６
月
12
日
、
７

月
３
、
24
日
、
８
月
７
、
20
、
28
日
、

９
月
４
、
25
日
、
10
月
16
、
30
日
、
11

月
13
、
27
日
、
12
月
11
、
25
日
、
１
月

14
、
29
日
、
２
月
19
日
、
３
月
４
、
18

日
の
全
20
回
（
８
月
20
日
と
１
月
14
日

以
外
は
月
曜
日
に
実
施
）

時
　間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※

８
月
20
日
（
日
）
は
加
茂
山
、
１

月
14
日
（
日
）
は
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー

デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正
午
に
行
い
ま
す
。

内
　容
　
Ｓ
Ａ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

軽
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
　
親
子
１
組
２
千
500
円

定
　員
　
15
組
（
先
着
順
）※

最
少
催

文
化
会
館

良
寛
展
示
室
再
開

親
子
運
動
教
室

　  
参
加
者
募
集

行
人
数
10
組

申
し
込
み
　
５
月
13
日
（
土
）
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53
ー
２
２
０
６
）
へ
。

　
良
寛
展
示
室
を
利
用

し
た
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
再
開
記
念
展
を
開
催

し
ま
す
。

　「
加
茂
耕
土
社
と
巨
匠
た
ち
」
の 

耕

土
社
は
大
正
12
、
13
年
頃
か
ら
加
茂
農

林
学
校
の
学
生
を
中
心
に
活
動
し
た
洋

画
グ
ル
ー
プ
で
す
。
あ
わ
せ
て
加
茂
市

ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
▼
加
茂
耕
土
社
と
巨

匠
た
ち
／
５
月
24
日
（
水
）
〜
６
月

26
日
（
月
）▼
加
茂
文
化
協
会
会
員
展

／
７
月
５
日
（
水
）
〜
31
日
（
月
）▼

一
般
展
示
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）▼
一
般
展
示
／
８
月
30
日

（
水
）
〜
９
月
11
日
（
月
）▼
良
寛
遺

墨
展
／
９
月
20
日
（
水
）
〜
10
月
23

日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内

線
461
）

■
一
般
展
示
公
募

　
良
寛
展
示
室
の
一
般
展
示
を
公
募

し
ま
す
。

名
称
／
期
間
　
初
時
雨
文
化
プ
ロ

モ
ー
ト
展
／
８
月
９
日
（
水
）
〜
21

日
（
月
）
／
８
月
30
日
（
水
）
〜
９

月
11
日
（
月
）

参
加
料
　
１
期
間
に
つ
き
１
万
円

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
等

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
５
月
15
日
（
月
）
〜
６

月
２
日
（
金
）
に
社
会
教
育
課
（
☎

内
線
461
、℻
53
ー
４
６
５
５
、

sya
kyo@

city.kam
o.niigata.jp

）
へ
。

【有料広告】

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

学
芸
員
募
集

　
市
史
編
さ
ん
室
及
び
民
俗
資
料
館
業

務
の
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
加
茂
市
在
住
の
学
芸
員
資
格

取
得
者
。

報
　酬
　
月
額
15
万
677
円※

期
末
手
当

の
支
給
あ
り

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

選
　考
　
書
類
選
考
後
、面
接
試
験（
面

接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

採
用
時
期
　
令
和
５
年
５
月
15
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
８
日
ま
で
に
社
会

教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

自
宅
療
養
者
へ
の

　食
糧
支
援
終
了

栄
養
教
室
参
加
者
募
集

が
ん
患
者
の
治
療
と

　
　社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト

乳
が
ん
医
療
機
関
検
診

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
自
宅
療
養

を
す
る
人
へ
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
等
と
同
様
の
５

類
感
染
症
と
な
る
こ
と
か
ら
、
食
糧
支

援
の
受
付
を
５
月
２
日
（
火
）
受
付
分

で
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
調
理
の
基
本
な
ど

家
庭
で
活
か
せ
る
知
識
を
楽
し
く
学
べ

る
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
教
室
修

了
後
は
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
域

の
「
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
毎

回
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
５
月
24
日
、
６
月
７
日
、

21
日
、
７
月
５
日
、
７
月
19
日
、
８
月

２
日
（
全
６
回
）
い
ず
れ
も
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
　場
　
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　❶
20
歳
以
上
の
加
茂
市
民

❷
全
６
回
全
て
の
日
程
に
参
加
可
能

で
、
教
室
修
了
後
に
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

定
　員
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
含
む

千
300
円
、
調
理
実
習
材
料
代
400
円
程
度

申
し
込
み
　
５
月
10
日
（
水
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線

166
）
へ
。

　
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
医
療

機
関
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
希
望

の
人
は
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
162
）へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
　時
　
６
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
31

日
（
火
）

※
検
診
１
日
当
た
り
の
定
員
は
２
人
で

す
（
先
着
順
）
。

会
　場
　
済
生
会
三
条
病
院
（
三
条
市

大
野
畑
６
）

対
象
者
　
昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
女
性

※
隔
年
受
診
で
す
。
昨
年
市
の
乳
が
ん

検
診
受
診
者
は
不
可
。

検
診
料
　
各
千
400
円
（
70
歳
以
上
は

無
料
）

　
が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
に

悩
み
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の
方
に
対

し
、
補
整
具
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
補
整
具
　
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
、
乳
房
補
整
具

※
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
額
　
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
円
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
162
）

日
　時
　
５
月
13
日
（
土
）
午
前
８
〜

10
時

場
　所
　
公
民
館
創
作
室
、加
茂
山
公
園

講
　師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
会
員
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
（
持
っ

て
い
る
人
）

対
　象
　
市
内
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味

の
あ
る
人

申
し
込
み
　
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

自然ふれあい
教室探鳥会

月 日 休日当番医 ☎
4／23（日） 田上診療所 ５７－５０１５
29（土・祝） さくらクリニック ５２－９５１１
30（日） 監物小児科医院 ５２－０８００

5／3（水・祝） いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０
4（木・祝） ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
5（金・祝） 堀内医院 ５２－０９５３
7（日） みながわ整形外科 ５３－３８７７
14（日） 徳友医院 ５３－０１６７
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伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

県
議
会
議
員
投
票
結
果

　
次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
伝
統
文

化
を
体
験
し
、
修
得
で
き
る
よ
う
開
催

し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室

　
「
加
茂
松
坂
」
の
唄
、
囃
子
、
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
、
踊
り
を
習
得
し
ま

す
。
習
熟
者
は
「
加
茂
小
唄
」
の
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
し
ま
す
。

日
　時
　
第
２
、
４
土
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
　場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室

　
伝
統
的
な
楽
器
、
箏
、
三
味
線
（
地

歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。
わ
ら
べ

唄
、日
本
の
名
曲
、童
謡
、ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲
を
学
び
ま
す
。

日
　時
　
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
ま
た
は
、
日
曜
日
の
午
後
か

ら
夕
方
（
月
２
回
程
度
、
年
間
30
回
）

会
　場
　
加
茂
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

二
十
歳
を
祝
う
会
の
入
場

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
　
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
用
が
あ
り
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室

　
茶
道
の
体
験
を
通
じ
て
、
茶
道
の
お

も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。

日

　時
　
土
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
〜
11
時（
月
２
回
）

会

　場
　
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
和
室

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
15
人
程
度

講
　師
　
加
茂
心
茶
会

※

抹
茶
・
菓
子
代
１
回
に
つ
き
500
円

　
会
場
は
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
保
護
者
も
入
場
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

国民健康保険税率等の変更～資産割の廃止、均等割・平等割額の変更等～
　令和５年度から加茂市の国民健康保険税率等を改正します。納税通知書は世帯主宛に7月中旬に発
送します。納期は7月から翌年3月までの9回です。
※所得割は前年中の所得から43万円を控除した基礎額に割合を乗じて算出します。
※所得基準に基づく軽減制度があります（申請不要）
※未就学児の均等割額は5割軽減されます（申請不要）
問い合わせ　国民健康保険税について　税務課民税係（☎内線125）　
　　　　　　国民健康保険制度について　健康福祉課保険医療係（☎内線161）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
所得割 7.40% 7.40% 2.10% 2.10% 2.45% 2.45%
資産割 19.78% － 7.80% － － －
均等割（1人あたり）
平等割（1世帯あたり）

29,400円 22,000円 9,600円 12,000円 13,420円 13,000円
20,600円 16,000円 5,400円 － － －

賦課限度額 65万円 65万円 20万円 22万円 17万円 17万円

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
（40～64歳のみ）

お願い　七谷コミセンは、4月23日（日）に統一地方選挙の投票所になるため利用できません。
ご了承ください。　問い合わせ　健康福祉課（☎内線173）

加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集

児
童
支
援
員
募
集

第
66
回
粟
ケ
岳
山
開
き

　
今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
２
か
年

で
、都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と
な

る「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
作
成
し
ま
す
。策
定
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
」を
設
置
す
る
と
共
に
、市
民

の
中
か
ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

任
　期
　
令
和
５
年
７
月
１
日
〜
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
完
了
日

（
令
和
７
年
３
月
31
日
予
定
）

参
集
回
数
　
年
４
回
程
度
（
予
定
）

報
　酬
　
委
員
会
１
回
出
席
に
つ
き
５

千
円※

別
途
交
通
費
支
給

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
で

都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
。
委
嘱
期
間
中
、
平
日

日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ

し
、
常
勤
の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を

除
く
。

選
考
方
法
　
委
員
構
成
を
考
慮
の
上
、

応
募
動
機
・
問
題
意
識
の
高
さ
、
現
状

分
析
力
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
建

設
課
都
市
計
画
係
（
☎
内
線
214
、

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
保
育
士
資
格
取
得
者
。
児
童

支
援
員
資
格
取
得
者
を
優
先
し
ま
す
。

勤
務
先
　
石
川
児
童
ク
ラ
ブ
（
石
川
小

学
校
内
）

勤
務
時
間
　
１
日
５
時
間
程
度
（
放
課

後
〜
19
時
ま
で
）、
月
２
回
程
度
土
曜

日
勤
務
有

　
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
水
源
地

ま
で
無
料
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

報
　酬
　
月
額
14
万
６
千
967
円

選
　考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
６
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
保
育
士
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
付
し
、
４
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

な
お
、
登
山
参
加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ

が
贈
ら
れ
ま
す
。

日
　時
　
４
月
29
日
（
土
・
祝
）

※

神
事
は
午
前
７
時
30
分
頃
か
ら
中
央

登
山
道
登
り
口
付
近
で
実
施

無
料
臨
時
バ
ス

行
き
　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
午
前
６
時
55
分
発

帰
り
　
水
源
地
午
後
３
時
30
分
発

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
加
茂
山
岳
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

kensetsu@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

※

申
込
書
は
建
設
課
窓
口
に
あ
る
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県議会議員選挙　投票結果
加茂市投票率 50.99%

（加茂市南蒲原郡選挙区 49.88%）
　令和５年４月９日執行の新潟県議会議員一般選
挙の選挙結果は次のとおりです。
問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線623）

候補者別得票数（得票順）

【加茂市選挙結果】

候補者名

選挙当日
有権者数
投票者数
棄権者数
投 票 率
投票総数
有効投票
無効投票

男10,611 人

男 5,477 人
男 5,134 人
男 51.62％

女11,282 人

女 5,687 人
女 5,595 人

11,162 票
11,012 票
150票
2票

女 50.41％

計21,893 人

計11,164 人
計10,729 人
計 50.99％

加茂市計 選挙区計

ほさか　裕 一
6,125 票
4,887 票

8,436 票
7,074 票

大 平　一 貴

投票用紙
持ち帰り
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山
の
里
、
大
平
新
田
の
開
発

加
茂
の
風
土
記

　
大
平
新
田
（
山
新
田
）
は
下
条
の

長
福
寺
か
ら
西
に
さ
ら
に
奥
に
行
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
寛
政
十
二
年
（
一

八
〇
〇
）
の
御
案
内
帳
（
上
下
条 

永

井
昭
司
氏
蔵
）
に
は
、「
下
条
枝
郷
大

平
新
田
」
と
し
て
下
条
本
村
の
枝
郷

と
し
て
あ
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
前
の
享
保
十
八
年
（
一
七

三
三
）
の
「
大
平
新
田
山
畑
検
地
帳
」

に
は
、
大
平
の
み
で
な
く
長
福
寺
や
下

条
村
か
ら
入
り
作
し
て
い
た
人
が
多

い
。
そ
の
ほ
か
下
保
内
村
・
上
保
内
村
・

牛
ケ
嶋
村
・
三
ツ
柳
村
（
以
上
三
条
市
）

な
ど
や
遠
く
宮
寄
上
村
・
高
柳
村
か
ら

耕
作
に
入
る
人
も
い
た
。
下
保
内
村
か

ら
は
清
三
郎
な
ど
七
三
人
が
い
た
。
入

り
作
は
ほ
か
の
村
を
含
め
合
わ
せ
て
一

五
三
人
の
百
姓
が
い
た
。

　
ま
た
居
屋
敷
を
持
つ
百
姓
は
清
左
衛

門
は
じ
め
掟
之
助
・
庄
兵
衛
・
六
蔵
・

佐
右
衛
門
・
三
四
郎
・
吉
右
衛
門
・
喜

左
衛
門
・
儀
兵
衛
・
七
之
介
・
半
七
・

庄
五
郎
の
一
二
人(

一
二
軒)

で
あ
っ

た
。

　
山
畑
に
作
ら
れ
て
い
た
作
物
を
見

る
と
、苧
・
茶
・
楮
・
小
豆
・
大
豆
、藺
草
・

大
根
・
麦
・
菜
・
蕎
麦
・
い
も
・
も

ろ
こ
し
・
大
角
豆
・
牛
蒡
・
黍
・
た

ば
こ
な
ど
で
あ
っ
た
。
大
豆
・
大
根
・

麦
・
い
も
・
牛
蒡
な
ど
は
純
粋
に
作

物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

　
楮
は
和
紙
の
原
料
で
あ
る
が
、
あ

る
い
は
宮
寄
上
村
や
高
柳
村
に
移
送

さ
れ
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
苧

は
繊
維
質
を

取
っ
て
糸
に

紡
い
だ
り
、

藺
草
も
筵
・

畳
に
利
用
さ

れ
た
と
み
ら

れ
、
た
ば
こ

も
栽
培
さ
れ

て
い
る
が
、

ど
れ
ほ
ど
産

出
し
商
品
化
し
た
か
不
明
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
下
条
村
は
、
下
条
中

村
・
下
条
西
村
・
下
条
東
村
に
支
配

が
分
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
山
畑
検

地
帳
で
は
十
二
人
が
ど
の
村
の
所
属

か
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
記
録
の
ほ
か
に
年
不
明
の

下
条
村
の
絵
図
（
市
川
浩
一
郎
文
書
）

が
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
隣
村
の
村

の
所
属
を
み
る
と
、
御
領
賀
茂
町
・

御
領
上
条
村
、
沢
海
御
知
行
所
保
内

村
な
ど
と
あ
る
。
新
発
田
藩
領
の
加

茂
が
御
領
と
あ
り
、
保
内
村
が
沢
海

御
知
行
所
と
あ
る
の
で
、
そ
の
年
代

は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
と
推
定

で
き
る
。
近
年
描
い
た
大
平
新
田
の

略
絵
図
に
、
下
条
本
村
か
ら
砂
子
坂

を
越
え
て
く
る
道
が
あ
る
が
、
寛
文

二
年
の
絵
図
に
も
そ
の
道
が
赤
く
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
道
の
先
に
は
、

民
家
が
七
軒
あ
り
、
す
で
に
寛
文
期

に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
寛
文
期
か
ら
七
十
年
ほ
ど
経
っ
た

享
保
十
八
年
に
十
二
軒
に
増
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
寛
文
期
は
平
野
部
の

村
々
で
も
新
田
開
発
が
み
ら
れ
た
が
、

大
平
新
田
で
も
少
な
い
畑
地
を
開
い

て
、
入
り
作
も
増
や
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　     

（
関

　正
平
）

　「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

総
務
管
理
費
寄
附
金

▼
若
宮
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
15
万
円

加
茂
市
へ

▼
新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合

　
三
条
支
部
青
年
部
会
様
か
ら

　
絵
本
『
電
気
工
事
士
の
お
と
う
さ
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

６
冊

寛文 2年と推定できる下条村絵図
（砂子坂から道の先に大平新田、7戸がある）

か
ら
む
し

い 

ぐ 

さ

え
だ
ご
う

さ
　
　
さ
　
　
げ

ご 

ぼ 

う

き 

び
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伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

県
議
会
議
員
投
票
結
果

　
次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
伝
統
文

化
を
体
験
し
、
修
得
で
き
る
よ
う
開
催

し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

■
加
茂
松
坂
こ
ど
も
教
室

　
「
加
茂
松
坂
」
の
唄
、
囃
子
、
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
、
踊
り
を
習
得
し
ま

す
。
習
熟
者
は
「
加
茂
小
唄
」
の
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
も
指
導
し
ま
す
。

日
　時
　
第
２
、
４
土
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
　場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
加
茂
松
坂
保
存
会

■
加
茂
邦
楽
こ
ど
も
教
室

　
伝
統
的
な
楽
器
、
箏
、
三
味
線
（
地

歌
三
絃
）
の
演
奏
を
体
験
。
わ
ら
べ

唄
、日
本
の
名
曲
、童
謡
、ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲
を
学
び
ま
す
。

日
　時
　
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
ま
た
は
、
日
曜
日
の
午
後
か

ら
夕
方
（
月
２
回
程
度
、
年
間
30
回
）

会
　場
　
加
茂
文
化
会
館

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

二
十
歳
を
祝
う
会
の
入
場

定
　員
　
20
人
程
度

講
　師
　
新
潟
箏
曲
理
音
会
　
高
橋
理

香
さ
ん

※

箏
の
爪
は
貸
し
出
し
用
が
あ
り
ま
す
。

■
茶
道
こ
ど
も
教
室

　
茶
道
の
体
験
を
通
じ
て
、
茶
道
の
お

も
し
ろ
さ
や
礼
儀
、
作
法
の
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。

日

　時
　
土
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
〜
11
時（
月
２
回
）

会

　場
　
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
和
室

対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生

定
　員
　
15
人
程
度

講
　師
　
加
茂
心
茶
会

※

抹
茶
・
菓
子
代
１
回
に
つ
き
500
円

　
会
場
は
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
保
護
者
も
入
場
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

国民健康保険税率等の変更～資産割の廃止、均等割・平等割額の変更等～
　令和５年度から加茂市の国民健康保険税率等を改正します。納税通知書は世帯主宛に7月中旬に発
送します。納期は7月から翌年3月までの9回です。
※所得割は前年中の所得から43万円を控除した基礎額に割合を乗じて算出します。
※所得基準に基づく軽減制度があります（申請不要）
※未就学児の均等割額は5割軽減されます（申請不要）
問い合わせ　国民健康保険税について　税務課民税係（☎内線125）　
　　　　　　国民健康保険制度について　健康福祉課保険医療係（☎内線161）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
所得割 7.40% 7.40% 2.10% 2.10% 2.45% 2.45%
資産割 19.78% － 7.80% － － －
均等割（1人あたり）
平等割（1世帯あたり）

29,400円 22,000円 9,600円 12,000円 13,420円 13,000円
20,600円 16,000円 5,400円 － － －

賦課限度額 65万円 65万円 20万円 22万円 17万円 17万円

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
（40～64歳のみ）

お願い　七谷コミセンは、4月23日（日）に統一地方選挙の投票所になるため利用できません。
ご了承ください。　問い合わせ　健康福祉課（☎内線173）

加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集

児
童
支
援
員
募
集

第
66
回
粟
ケ
岳
山
開
き

　
今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
２
か
年

で
、都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と
な

る「
加
茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
作
成
し
ま
す
。策
定
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
」を
設
置
す
る
と
共
に
、市
民

の
中
か
ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

任
　期
　
令
和
５
年
７
月
１
日
〜
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
完
了
日

（
令
和
７
年
３
月
31
日
予
定
）

参
集
回
数
　
年
４
回
程
度
（
予
定
）

報
　酬
　
委
員
会
１
回
出
席
に
つ
き
５

千
円※

別
途
交
通
費
支
給

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
で

都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
。
委
嘱
期
間
中
、
平
日

日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ

し
、
常
勤
の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を

除
く
。

選
考
方
法
　
委
員
構
成
を
考
慮
の
上
、

応
募
動
機
・
問
題
意
識
の
高
さ
、
現
状

分
析
力
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
建

設
課
都
市
計
画
係
（
☎
内
線
214
、

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
保
育
士
資
格
取
得
者
。
児
童

支
援
員
資
格
取
得
者
を
優
先
し
ま
す
。

勤
務
先
　
石
川
児
童
ク
ラ
ブ
（
石
川
小

学
校
内
）

勤
務
時
間
　
１
日
５
時
間
程
度
（
放
課

後
〜
19
時
ま
で
）、
月
２
回
程
度
土
曜

日
勤
務
有

　
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
水
源
地

ま
で
無
料
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

報
　酬
　
月
額
14
万
６
千
967
円

選
　考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
６
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
保
育
士
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
付
し
、
４
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

な
お
、
登
山
参
加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ

が
贈
ら
れ
ま
す
。

日
　時
　
４
月
29
日
（
土
・
祝
）

※

神
事
は
午
前
７
時
30
分
頃
か
ら
中
央

登
山
道
登
り
口
付
近
で
実
施

無
料
臨
時
バ
ス

行
き
　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
午
前
６
時
55
分
発

帰
り
　
水
源
地
午
後
３
時
30
分
発

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
加
茂
山
岳
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

kensetsu@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

※

申
込
書
は
建
設
課
窓
口
に
あ
る
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県議会議員選挙　投票結果
加茂市投票率 50.99%

（加茂市南蒲原郡選挙区 49.88%）
　令和５年４月９日執行の新潟県議会議員一般選
挙の選挙結果は次のとおりです。
問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線623）

候補者別得票数（得票順）

【加茂市選挙結果】

候補者名

選挙当日
有権者数
投票者数
棄権者数
投 票 率
投票総数
有効投票
無効投票

男10,611 人

男 5,477 人
男 5,134 人
男 51.62％

女11,282 人

女 5,687 人
女 5,595 人

11,162 票
11,012 票
150票
2票

女 50.41％

計21,893 人

計11,164 人
計10,729 人
計 50.99％

加茂市計 選挙区計

ほさか　裕 一
6,125 票
4,887 票

8,436 票
7,074 票

大 平　一 貴

投票用紙
持ち帰り
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消
　
費
　
生
　
活
　
情
　
報

山
の
里
、
大
平
新
田
の
開
発

加
茂
の
風
土
記

　
大
平
新
田
（
山
新
田
）
は
下
条
の

長
福
寺
か
ら
西
に
さ
ら
に
奥
に
行
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
寛
政
十
二
年
（
一

八
〇
〇
）
の
御
案
内
帳
（
上
下
条 

永

井
昭
司
氏
蔵
）
に
は
、「
下
条
枝
郷
大

平
新
田
」
と
し
て
下
条
本
村
の
枝
郷

と
し
て
あ
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
前
の
享
保
十
八
年
（
一
七

三
三
）
の
「
大
平
新
田
山
畑
検
地
帳
」

に
は
、
大
平
の
み
で
な
く
長
福
寺
や
下

条
村
か
ら
入
り
作
し
て
い
た
人
が
多

い
。
そ
の
ほ
か
下
保
内
村
・
上
保
内
村
・

牛
ケ
嶋
村
・
三
ツ
柳
村
（
以
上
三
条
市
）

な
ど
や
遠
く
宮
寄
上
村
・
高
柳
村
か
ら

耕
作
に
入
る
人
も
い
た
。
下
保
内
村
か

ら
は
清
三
郎
な
ど
七
三
人
が
い
た
。
入

り
作
は
ほ
か
の
村
を
含
め
合
わ
せ
て
一

五
三
人
の
百
姓
が
い
た
。

　
ま
た
居
屋
敷
を
持
つ
百
姓
は
清
左
衛

門
は
じ
め
掟
之
助
・
庄
兵
衛
・
六
蔵
・

佐
右
衛
門
・
三
四
郎
・
吉
右
衛
門
・
喜

左
衛
門
・
儀
兵
衛
・
七
之
介
・
半
七
・

庄
五
郎
の
一
二
人(

一
二
軒)

で
あ
っ

た
。

　
山
畑
に
作
ら
れ
て
い
た
作
物
を
見

る
と
、苧
・
茶
・
楮
・
小
豆
・
大
豆
、藺
草
・

大
根
・
麦
・
菜
・
蕎
麦
・
い
も
・
も

ろ
こ
し
・
大
角
豆
・
牛
蒡
・
黍
・
た

ば
こ
な
ど
で
あ
っ
た
。
大
豆
・
大
根
・

麦
・
い
も
・
牛
蒡
な
ど
は
純
粋
に
作

物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

　
楮
は
和
紙
の
原
料
で
あ
る
が
、
あ

る
い
は
宮
寄
上
村
や
高
柳
村
に
移
送

さ
れ
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
苧

は
繊
維
質
を

取
っ
て
糸
に

紡
い
だ
り
、

藺
草
も
筵
・

畳
に
利
用
さ

れ
た
と
み
ら

れ
、
た
ば
こ

も
栽
培
さ
れ

て
い
る
が
、

ど
れ
ほ
ど
産

出
し
商
品
化
し
た
か
不
明
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
下
条
村
は
、
下
条
中

村
・
下
条
西
村
・
下
条
東
村
に
支
配

が
分
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
山
畑
検

地
帳
で
は
十
二
人
が
ど
の
村
の
所
属

か
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
記
録
の
ほ
か
に
年
不
明
の

下
条
村
の
絵
図
（
市
川
浩
一
郎
文
書
）

が
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
隣
村
の
村

の
所
属
を
み
る
と
、
御
領
賀
茂
町
・

御
領
上
条
村
、
沢
海
御
知
行
所
保
内

村
な
ど
と
あ
る
。
新
発
田
藩
領
の
加

茂
が
御
領
と
あ
り
、
保
内
村
が
沢
海

御
知
行
所
と
あ
る
の
で
、
そ
の
年
代

は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
と
推
定

で
き
る
。
近
年
描
い
た
大
平
新
田
の

略
絵
図
に
、
下
条
本
村
か
ら
砂
子
坂

を
越
え
て
く
る
道
が
あ
る
が
、
寛
文

二
年
の
絵
図
に
も
そ
の
道
が
赤
く
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
道
の
先
に
は
、

民
家
が
七
軒
あ
り
、
す
で
に
寛
文
期

に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
寛
文
期
か
ら
七
十
年
ほ
ど
経
っ
た

享
保
十
八
年
に
十
二
軒
に
増
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
寛
文
期
は
平
野
部
の

村
々
で
も
新
田
開
発
が
み
ら
れ
た
が
、

大
平
新
田
で
も
少
な
い
畑
地
を
開
い

て
、
入
り
作
も
増
や
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　     
（
関

　正
平
）

　「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

総
務
管
理
費
寄
附
金

▼
若
宮
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
15
万
円

加
茂
市
へ

▼
新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合

　
三
条
支
部
青
年
部
会
様
か
ら

　
絵
本
『
電
気
工
事
士
の
お
と
う
さ
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

６
冊

寛文 2年と推定できる下条村絵図
（砂子坂から道の先に大平新田、7戸がある）

か
ら
む
し

い 

ぐ 

さ

え
だ
ご
う

さ
　
　
さ
　
　
げ

ご 

ぼ 

う

き 

び
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます

26
㈬
先負

27
㈭
仏滅

28
㈮
大安

29
㈯
赤口

30
㈰
先勝

25
㈫
友引

2
㈫
先負

3
㈬
仏滅

4
㈭
大安

5
㈮
赤口

6
㈯
先勝

7
㈰
友引

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・一般映画鑑賞会　市立図書館　14：00から
・休館日（文化会館、温水プール）

・一般映画鑑賞会　市立図書館　14：00から

　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　　　☎５２－０８００ 　9：00～17：00
・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　　　七谷野球場　 9：00から

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室　 9：00～15：00
・休館日（美人の湯）

・法律相談　市役所別棟相談室　 9：00～16：00
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・定期露店市場
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　BBC）

・休館日（文化会館、温水プール、BBC）

4月・5月

24
先勝

4月

㈪

1
友引

5月

㈪

　休日当番医　みながわ整形外科
 　　　　　　☎５３－３８７７ 　9：00～17：00

　昭和の日
　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00
・粟ヶ岳山開き神事
　　　粟ヶ岳中央登山道登り口　 7：30から
・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　　　七谷野球場　 8：30から
・跳び箱チャレンジ　加茂川右岸河川敷
　　　　　　　10：00～10：30、14：00～14：30
・モンスターボックスチャレンジ　加茂川右岸河川敷
　　　　　　　10：30～12：00、14：30～16：00
・定期露店市場
・休館（市立図書館）

　憲法記念日
　休日当番医
　　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　　　☎５３－２２５０ 　9：00～17：00
・全日本学童野球大会予選会
　　　　　　　　　七谷野球場　 9：00から
・二十歳を祝う会
　　　　　　　　　　文化会館　12：30受付
・休館日（市立図書館）
　みどりの日
　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　　　☎５３－０７５１ 　9：00～17：00
・定期露店市場
・休館日（市立図書館）
　こどもの日
　休日当番医　堀内医院
 　　　　　　☎５２－０９５３ 　9：00～17：00
・温水プール無料開放
　　　　　　　　　温水プール　10：00～18：00
・休館日（市立図書館）

美
人
の
湯
　入
館
料
変
更

　
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
加
茂
七
谷

温
泉
美
人
の
湯
の
入
館
料
が
左
表
の

よ
う
に
変
わ
り
、
午
後
５
時
以
降
の

入
館
料
割
引
を
平
日
の
み
と
し
ま

す
。
ま
た
タ
オ
ル
セ
ッ
ト
が
別
料
金

（
150
円
）
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人

の
湯
（
☎
41

－

４
１
２
２
）

現行 改正後
平日 600円
土日祝 800円
平日 200円
土日祝 300円

無料 無料

区分 午後５時ま
での入館

午後５時以降の入館
金額（税込）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

小学生未満

800円

300円

600円

200円
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人口のうごき　4月1日現在　世帯　10,120 (+12)　人口　24,862   (-99)　
男　12,138  (-53)　女　12,724  (-46)　（　）内は前月比
（3月異動分）出生3 (男0 女3)　死亡29 (男 17 女 12)　転出146　転入73

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。第7回目は「エネルギー」を取り上
げます。

　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 
Goals）とは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国
際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

目標 7「エネルギー」
すべての人々の、安価かつ信頼で
きる持続可能な近代的エネルギー
へのアクセスを確保する

　太陽光発電などの再生可能エネルギーを
活用した製品やサービスを選ぶことで、エ
ネルギーの持続可能性を高めることが出来
ます。お買いものの際に、少し意識してみ
ましょう。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）

「かも防災・行政ナビ」アプリ
防災情報などの行政情報がスマホで
ご覧になれます♪

アプリDL, 登録方
法は左の二次元
コードから

https://www.city.kamo.niigata.jp/
docs/60679.html

　
　
　
　
フ
ッ
ト
サ
ル
（一般
Ｂ
）

期
　
日
　
３
月
19
日
（
日
）

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

優
　
勝
　Ko’

G
yo

第
２
位
　
南
葛FC

第
３
位
　
保
内G

U
N
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第
65
回

　
　
総
体
結
果


